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１ 点検評価について 
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（１）趣旨 

 市教育委員会では，平成１９年６月の「地方教育行政の組織及び運営に関

する法律」の一部改正により，毎年，教育行政事務の管理執行状況について

点検及び評価を行い，その結果に関する報告書を議会に提出し，公表してい

ます。昨年度は，平成３１年度の「印西市の教育施策」について「点検・評

価」を実施し，各分野の学識経験者の皆様よりご意見をいただき，報告書を

取りまとめ，公表しました。この「内部点検評価」の作業及びいただいたご

意見を参考にすることで，令和２年度中に施策の進捗状況を再確認し，効果

的な施策の展開に寄与することができたと考えております。 

 今年度も令和２年度の「印西市の教育施策」について「点検・評価」を実

施し，報告書に取りまとめました。これを公表し，市民の皆様からご意見を

いただき，よりよい教育の実現に向けて，取り組みを進めてまいりたいと考

えております。 

 

（２）点検評価の対象 

 点検評価の対象は，令和２年度の「印西市の教育施策」（以下「教育施策」

という。）における事業の実施内容とします。 

 

（３）点検評価の方法 

 点検評価の方法は，教育施策中の「事業」毎に，令和２年度に実施した実

施内容及び実績を明らかにし，内部評価を客観的に行うものとします。 

また，事業の評価をもとに今後の施策の方向性を検討することとします。 

なお，法律に明記されている「学識経験を有する者の知見の活用」につい

ては，「印西市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及

び評価実施要綱」を定め，学校教育，生涯学習，それぞれの分野の学識経験

を有する方を「印西市教育委員会点検評価委員」（以下「点検評価委員」とい

う。）として委嘱しご意見をいただくこととします。 

 

 （点検評価の流れ） 

 ○事業点検…「事業」毎の事業内容点検，今後の施策の方向性の検討 

（点検者：担当課長） 

   ↓ 

 ○施策評価…「事業」毎の評価，今後の施策の方向性の確認 

（評価者：教育長，部長，点検評価委員） 

   ↓ 

 ○総合評価…教育委員会会議における最終評価（評価者：教育委員） 
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（４）点検評価結果の構成 

教育施策中の「主な施策」毎の「主な取り組み」における「事業内容」を，

令和２年度に実施すべき事業目標と位置付け，この実施状況について点検を

行い，「事業」毎に内部評価しています。また，「主な取り組み」ごとに今後

の施策の方向性を検討し，記載しています。 

 

表の項目について 

○事業……「主な取り組み」毎に掲げている事業です。 

 

○事業内容（令和２年度目標）……事業の具体的内容です。教育施策は，当

該年度の事業計画書であり，教育施策中の「主な取り組み」における「事

業内容」は，実施すべき具体的事業内容であることから，令和２年度目標

と位置付けています。 

 

○令和２年度実績……令和２年度目標に対し，実際に実施した事業の内容，

回数などを具体的に記載しています。 

 
○事業評価……事業の進捗を点検し，印西市教育委員会が内部評価しまし 
た。評価指標は「Ｓ，Ａ，Ｂ，Ｃ」の四段階評価とし，以下の内容を基準 
としています。また，新型コロナウイルス感染症の影響により，実施でき 
ず，評価できなかった事業は、－としました。 

 

Ｓ 事業の目標が達成され，計画以上の施策の進捗が認められる。 

Ａ 事業の目標が概ね達成され，施策の進捗が認められる。 

Ｂ 目標の一部が達成できなかった。 

Ｃ 未達成事業が多く，施策の進捗がほとんど認められない。 
－  新型コロナウイルス感染症の影響により，事業が実施できず，評価 

できなかった。 

 

○今後の施策の方向性……事業評価を踏まえた今後の施策の方向性を記載

しています。 
 

 《参 考》地方教育行政の組織及び運営に関する法律 （抜粋） 

〔昭和３１年６月３０日法律第１６２号 〕 
 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第 ２６条  教育委員会は，毎年，その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育

長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第 ３項の規定により事

務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について

点検及び評価を行い，その結果に関する報告書を作成し，これを議会に提出するとと

もに，公表しなければならない。 

２ 教育委員会は，前項の点検及び評価を行うに当たっては，教育に関し学識経験を

有する者の知見の活用を図るものとする。  
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２ 印西市の教育施策 
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Ⅰ．生きる力を持ち未来を拓く子どもを育む 〔学校教育〕 
1 学ぶ力，豊かな心，健やかな体を育む教育の推進 

2 安全で安心できる教育環境づくり 

 

Ⅲ．心に豊かさをもたらす文化の保護と振興を図る 〔文化芸術〕 
1 創造性を育む文化・芸術活動の推進・継承 

2 文化財の保護・活用  

3 市史編さん事業の推進 

 

Ⅱ．生涯を通して学びスポーツに親しめる環境づくりを推進する 

 〔生涯学習・生涯スポーツ〕 
1 年齢にとらわれずにいきいきと暮らすための生涯学習活動  

2 地域で子どもたちを守り育てる環境づくり 

3 市民が参加しやすいスポーツ環境の整備と推進体制の充実  

                （健康子ども部と連携・協力）  

印西市基本構想 

ひと まち 自然 笑顔が輝く いんざい 

１ 恵まれた自然の中でやすらぎを持って生活できるまちをつくる≪生活環境≫ 

２ やさしさを持っていきいきと暮らせるまちをつくる≪健康福祉≫ 

３ 地域の持つ可能性を活かした魅力あるまちをつくる≪産業振興≫ 

４ 健やかな心と体を育み未来を拓くまちをつくる≪教育・文化≫ 

５ 快適で暮らしやすい都市機能の充実した美しいまちをつくる≪都市基盤≫  
６ 市民と行政がともに歩み健全で自立したまちをつくる≪住民自治・協働・行財政≫  

将来都市像 

将来の都市像実現のため６つの柱 

主な施策 

印西市教育大綱 

 

教育施策 

印西市教育振興基本計画 

 
教育の基本理念 【だれもが輝き ともにはばたく いんざいの学び】 
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学校教育には，子どもたちに「社会の変化が加速度を増し，複雑で予測困難な時

代を生きるために必要となる生きる力」を育むことが求められている。本市では，

生きる力を育むためには「学ぶ力・豊かな心・健やかな体」の調和のとれた教育を

推進することが重要であると捉えている。 

「学ぶ力」を育むために，学力の向上を中心にすえ，幼児教育，読書活動，英語

教育，特別支援教育，キャリア教育を特色ある取組として教育活動を推進するとと

もに，教職員の研修を充実させ，教育の質の向上を図る。 

「豊かな心」を育むために，実践的な道徳教育，人権教育，体験活動，芸術文化

体験活動を推進するとともに，特別な配慮を必要とする子どもたちのために，適応

指導，教育相談の充実を図る。 

「健やかな体」を育むために，学校体育を中心にすえ，学校環境衛生，運動部活

動の充実を推進するとともに，学校給食を通した食に関する指導の充実を図る。 

また，子どもたちが安全で安心できる学校生活を送り，健やかな成長を支えられ

るような教育環境づくりとして，学校施設や就学援助の整備，学校の適正規模・適

正配置や安全教育の充実，地域と連携した開かれた学校づくりや情報化社会に対応

した教育の推進を図る。 

 

 

 

 
 

生きがいを持ち，心豊かで充実した生活を送れるよう，生涯にわたって学習でき

ることが重要となっている。さらに，国際化・情報化等の進展に伴う，価値観の多

様化と社会の急速な変化に対応するため，情報を見極め，個人の適性に応じた知識

や技術を習得し，活用していく必要性が高まっている。 

こうした市民の多様な学習ニーズと現代的課題に適切に対応するため，多様な生

涯学習情報と公民館・図書館等の学習活動の場を提供することにより，学習機会の

拡充を図り，「いつでも・どこでも・だれでも」生涯にわたってさまざまな分野で自

ら学ぶことのできる学習環境をつくり，市民の生涯学習活動を推進する。 

また，公民館や図書館等の生涯学習・社会教育施設の維持・管理や指導者の確保，

高等教育機関等との連携・協力を図り，生涯学習推進体制を充実する。 

Ⅱ．生涯を通して学びスポーツに親しめる環境づくりを推進する 

                〔生涯学習・生涯スポーツ〕 

Ⅰ．生きる力を持ち未来を拓く子どもを育む 〔学校教育〕 
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さらに，親と子の絆を強めて，子どもの生きる力の基礎となる家庭教育を充実さ

せるとともに，子ども達が安全・安心で健やかに成長できるように，地域で行われ

る青少年健全育成活動を推進し，地域で活動する市民団体を支援する。  

スポーツ・レクリエーション活動は，市民の「こころ」と「からだ」の健全な発

展をうながし，明るく豊かで活力に満ちた生きがいある社会の形成に寄与するもの

である。しかし，社会背景の変化に伴い，運動不足や体力の低下が問題となってき

ている。 

このような状況の中で，当市においても高齢化の進展，余暇時間の増大，そして

ライフスタイルの個性化・多様化などにより，スポーツに対する関心が高まり，気

軽にスポーツ・レクリエーション活動へ参加できる機会の拡充が強く求められてい

る。 

このことから，市民が心身ともにたくましく健康で明るい生活が送れるよう，生

涯にわたってそれぞれの体力や年齢に応じたスポーツ・レクリエーション活動に親

しめる機会の拡充に協力する。 

※ 昨年度から組織改編によりスポーツ振興課が市長部局の「健康子ども部」へ

移管されたことに伴い，生涯スポーツ分野の各事業については，引続き連携・

協力することとする。 

 

 

 

 

 

 私たちを取り巻く社会環境の大きな変化に伴い，多様なライフスタイルが追求さ

れ，暮らしに生きがいやゆとり，潤いをもたらす文化的価値が重視されてきている。 

こうした中で，市民一人一人がゆとりある充実した生活をおくるためには，文化

に親しみ，自ら文化創造の担い手となることを基本として，魅力に富んだ地域文化

の形成が求められている。 

また，文化は古くからその地域の自然・歴史・伝統と共存しながら，そこに住む

人々の長い生活の営みによって育まれ，独自のものを形成してきた。ところが，昨

今の急激な都市化の進展に伴い，社会構造や生活環境が大きく変貌する中で，伝承

されてきた生活技術や習慣の多くが忘れ去られようとしている。 

このことから，市民の自主的で創造的な文化芸術活動の推進や市民の文化芸術に

対する関心を高めるため学習機会や学習情報の提供などを積極的に行い，ゆとりと

Ⅲ．心に豊かさをもたらす文化の保護と振興を図る 

                     〔文化芸術〕 
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潤いのある文化芸術活動の盛んなまちづくりを展開する。 

さらに，市民の心のよりどころとなる文化遺産を保護し，次の世代に継承するた

め，積極的に調査研究するとともに，その保存・活用に努め，伝統文化の振興を図

る。 
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３
  
  
 市
史
編
さ
ん
事
業
の
推
進
 

≪
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
施
策
≫

 

１
 
循
環
型
生
涯
学
習
の
た
め
の
基
盤
づ
く
り

 

２
 
市
民
だ
れ
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
す
た
め

の
「
知
・
徳
・
体
の
総
合
型
教
育
」
推
進

 

 

Ⅰ
．
生
き
る
力
を
持
ち
未
来
を
拓
く

子
ど
も
を
育
む

 
 

〔
学
校
教
育
〕

 

 Ⅱ
．
生
涯
を
通
し
て
学
び
、
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り
を

推
進
す
る

 

〔
生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
〕

 

３
 
市
民
が
参
加
し
や
す
い
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
と
推
進

体
制
の
充
実

 
 

 
※
連
携
・
協
力
※

 

Ⅲ
．
心
に
豊
か
さ
を
も
た
ら
す
文
化

の
保
護
と
振
興
を
図
る

 

〔
文
化
芸
術
〕

 

 

（
健
康
子
ど
も
部
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

 
所
掌
施
策
）
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リーディング施策の位置づけ 

 

 リーディング施策は，基本理念や基本方針を実現するために，印西市教育振

興基本計画（平成３０年度～平成３３年度）全体を先導していく施策や横断的

に関連する施策を連携させることで相乗効果を発揮することを目的として位置

付けます。 

そのため，「たくましく生きる子どもたちを育成する学校教育」や「すべての

市民の学習環境を充実させ、それらの学習や活動成果を活かして互いが地域社

会に参画する本市独自の生涯学習社会の構築」を目指すことが，重点課題とな

ります。 

そこで，教育振興基本計画のリーディング施策は，学校教育，生涯学習，生

涯スポーツ，文化芸術分野の充実を横断的に推進するとともに，学習成果や人

材を活かす体制等を設定します。 

 

〔リーディング施策の位置づけのイメージ〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リーディング施策 

＊各分野別の重点的な施策 

＊計画を総合的に充実させるための横断的

な施策 

＊各分野の連携による生涯学習社会のため

の推進体制づくり 

分野別計画 

文化芸術編 

分野別計画 

学校教育編 

分野別計画 

生涯学習編 

 生涯スポーツ編 

   （連携・協力） 
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リーディング施策（平成30年度～33年度） 

リーディング施策 ２ 市民だれもがいきいき暮らすための「知・徳・体の総合型教育」推進  

主な取り組み 
①  2020年オリンピック・パラリンピック東京大会を通じて，子どもか

ら高齢者まですべての市民のスポーツや健康に対する関心を高めま

す。 

②  2020年オリンピック・パラリンピック東京大会キャンプ地誘致を通

じて，海外チームと市民や学生とのスポーツ，文化などの交流を推

進します。 

③  子どもの頃から文化芸術に親しむ機会を増やすことや地域に根差し

た文化芸術活動を充実させ，学校教育や生涯学習と連携しながら，

「知」「徳」のライフステージに合わせた学びを充実させます 

④  大学等と連携して，「知」「徳」「体」の連携方策を検討し，「総

合型プログラム」を作成する体制を検討します。 

⑤  子どもの「総合型プログラム」を，将来的には関係各課と連携をと

りながら，乳幼児の時期から高齢者までのプログラムとして作成

し，市民の健やかな体と心を育む学びを推進することを検討しま

す。  

主な事業 
○総合型プログラム作成事業 

○ 2020年オリンピック・パラリンピック東京大会に関連するスポー

ツ・文化・芸術イベントの推進 

○家庭教育学級の充実  ○文化芸術事業の充実  ○地域文化活動

の支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リーディング施策 1 循環型生涯学習のための基盤づくり 

主な取り組み 
①さわやかコミュニティ地域推進会議などを活用し，学校との連携を

推進します。 

②アカデミーや出前講座などにより，人材の発掘に努めます。 

③地域の生涯学習、生涯スポーツ，文化芸術の活動や人材の情報共有

や交流を進めます。 

④学校教育において必要な活動を学校と地域・家庭が連携・協力する

仕組みを構築し，学校との連携を強化し，人づくり・地域づくりを

推進します。  

主な事業 
○地域ぐるみさわやかコミュニティ推進事業の充実 

○市民アカデミー   ○生涯学習まちづくり出前講座 

○放課後子ども教室  ○公民館・地域交流館主催事業 
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≪リーディング施策アクションプラン≫ 

 

 

 [令和２年度 主な取り組み] 

  ＊学びの交流により，地域の良さや魅力を再発見，再認識し，市内外

に発信します。 

 

  ＊大学や企業と連携し，地域社会と連携した学びの交流を充実させま

す。 

 

  ＊2020年オリンピック・パラリンピック東京大会を通じて，子どもか

ら高齢者まですべての市民のスポーツや健康に対する関心を高めま

す。 

 

＊2020年オリンピック・パラリンピック東京大会の機会を通じて，学

校教育を含め，学びの交流を進めます。 

 

＊2020年オリンピック・パラリンピック東京大会キャンプ地誘致を通

じて，海外チームと市民や学生とのスポーツ，文化などの交流を推

進します。 
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３ 点検評価結果 
 



点検評価結果
目　　　次

(1) 学ぶ力を育む教育の充実 　15頁
(2) 豊かな心を育む教育の充実 　21頁
(3) 健やかな体を育む教育の充実 　23頁
(4) 学校給食の充実 　25頁

２　安全で安心できる教育環境づくり
(1) 教育環境整備の充実 　26頁
(2) 学校の適正規模・適正配置の推進 　26頁
(3) 学校安全の推進 　27頁
(4) 開かれた学校づくり 　28頁
(5) 情報化社会に対応した教育の推進 　29頁

(1) 生涯学習情報の充実 　30頁
(2) 多様な学習機会の提供 　31頁
(3）生涯学習環境の整備・充実 　33頁
(4）高等教育機関等との連携協力 　34頁

(1) 青少年の健全育成活動の推進 　35頁
(2) 家庭教育の推進 　37頁

(1) 文化芸術に触れる機会の拡大 　38頁
(2) 市民の自主的な活動の支援 　38頁
(3) 子どもをはじめとする次世代の育成 　39頁

(1) 文化財の保護 　40頁
(2) 文化財の活用 　41頁

３　市史編さん事業の推進
(1) 市史編さん事業の推進 　42頁
(2) 地域史料の保存と活用 　42頁

◇　リーディング施策
１循環型生涯学習のための基盤づくり 　43頁
２市民のだれもがいきいき暮らすための「知・徳・体の総合型教育」の推進 　47頁

２  文化財の保護・活用

Ⅰ．生きる力を持ち未来を拓く子どもを育む〔学校教育〕

Ⅱ．生涯を通して学びスポーツに親しめる環境づくりを推進する

２　地域で子どもたちを守り育てる環境づくり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔生涯学習・生涯スポーツ〕

1　学ぶ力，豊かな心，健やかな体を育む教育の推進

１　年齢にとらわれずにいきいきと暮らすための生涯学習活動

Ⅲ．心に豊かさをもたらす文化の保護と振興を図る〔文化芸術〕
１　創造性を育む文化芸術活動の推進・継承
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事　　　　　　　　業 事業内容（令和２年度目標） 令和２年度実績

①個性や能力を伸ばす教育
  の推進

(ｱ）個性や能力を伸ばす教
　　育の推進

○学級経営相談支援の実施 ○７回の要請に応じて学校を訪問し、基本的な授業技
 術の向上や適切な学級事務の進め方等について助言・
 支援した。

　 ○漢字級別認定テスト「印西漢字マ
  スター」の実施

○年２回実施（新型コロナウイルス感染症対策のた
　め、１回中止）し、２回とも約４，０００名ほどの
  児童生徒が受検した。

○計算力認定テスト「印西計算マス
  ター」の実施

○年２回（新型コロナウイルス感染症対策のため、１
　回中止）実施し、２回とも約３，８００名ほどの児
　童が受検した。

○社会科ワークテストの活用 ○社会科副読本「わたしたちの印西市（小学３・４年
　生版）」に準拠したワークテストを改訂、活用を推
　奨した。

○生徒指導の機能を重視した「わか
  る授業」展開の推進

○２９回の要請に応じて学校を訪問し、授業研修会等
　で助言・支援した。

○基礎学力向上のための取組の推進 ○各校でドリルタイム設定等の工夫をし、計算・漢字
　等の基礎学力の向上を図った。

○個に応じた指導方法の工夫・改善
  及び指導体制の充実

○各種研修会において教職員の資質向上を図るととも
　に、学習指導員等の配置やボランティアの活用を
　行った。

○ＩＣＴを活用した授業づくりの推
　進と支援

○一人一台端末を導入し、日常の授業でのＩＣＴ活用
　推進に努めた。

○学校支援ボランティア・学生ボ
　ランティアの活用
　（順天堂大学、秀明大学、日本
　　医科大学看護専門学校との連
    携）

○各学校合計６０１名のボランティアの協力を得て、
　学習支援の充実と環境整備等の推進を図った。

○教職インターンシップ「あすなろ
  先生」の派遣
　（秀明大学との連携）

○新型コロナウイルス感染症対策のため、学生の派遣
　を中止した。

○デジタル教材の効果的な活用 ○一人一台端末を利用し、ＷＥＢ上の素材を授業で効
  果的に利用できるよう支援した。

事業評価

②確かな学力を育むための
　研修の充実

(ｱ）教職員研修（主任・層
　　別等）の充実

○教頭研修会の開催 ○小中学校の教頭を対象に、２回の研修会を実施し
　た。

○教務主任研修会の開催 〇小中学校の教務主任を対象に、５回の研修を実施し
　た。

○生徒指導担当者研修会での指導・
  助言

○小中学校の生徒指導担当者を対象に、３回の研修を
　計画したが、新型コロナウイルス感染症対策のため
　２回は中止、１回は実施した。

○情報教育研修会の開催 ○小中学校の情報教育担当者を対象に、１回の研修会
　を計画したが、新型コロナウイルス感染症対策のた
　め中止した。

○国際理解教育担当者研修会の開催 ○小中学校の国際理解教育担当者を対象に、２回の研
　修会を計画したが、新型コロナウイルス感染症対策
　のため１回のオンライン研修会の開催とした。２７
　名の教員が参加した。

点検評価調書

Ａ

（１）学ぶ力を育む教育の充実

１　学ぶ力、豊かな心、健やかな体を育む教育の推進

Ⅰ．生きる力を持ち未来を拓く子どもを育む[学校教育]
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事　　　　　　　　業 事業内容（令和２年度目標） 令和２年度実績

点検評価調書

（１）学ぶ力を育む教育の充実

１　学ぶ力、豊かな心、健やかな体を育む教育の推進

Ⅰ．生きる力を持ち未来を拓く子どもを育む[学校教育]

○学校図書館担当者研修会の開催 ○小中学校の学校図書館担当者を対象に、図書システ
　ム研修会を２回計画したが新型コロナウイルス感染
　症対策のため中止とした。

○体育主任研修会の開催 ○小学校体育主任を対象に１回、中学校保健体育主任
　を対象に１回の研修会を計画したが、新型コロナウ
　イルス感染症対策のため、小学校のみ実施した。

○安全主任研修会の開催 ○小中学校の安全主任を対象に、１回の研修会を計画
　したが、新型コロナウイルス感染症対策のため中止
　した。

○養護教諭研修会の開催 ○小中学校の養護教諭を対象に４回の班別研修を計画
　したが、新型コロナウイルス感染症対策のため２回
　は中止、１回は縮小実施、１回は実施した。

○特別支援教育コーディネーター研
  修会の開催

○小中学校の特別支援教育コーディネーターを対象
　に、１回の研修会を計画したが、新型コロナウイル
　ス感染症対策のため中止した。

○教育相談研修会の開催 ○小中学校の希望する教職員を対象に、４回の研修会
　を予定していたが、新型コロナウイルス感染症対策
　のため中止とした。

○若年層研修会の開催 ○臨時的任用講師・非常勤講師を対象とした研修会を
　２回実施した。

○非常勤職員研修会の開催 ○小中学校の学習指導員・介助員、幼稚園の補助教
　員・支援員を対象に、１回の研修会を計画したが、
　新型コロナウイルス感染症対策のため中止した。

(ｲ)指導法等の研修の充実 ○学習指導法等に関する研修会の開
  催

○小中学校の希望する教職員を対象に、４回の研修会
　を計画したが、新型コロナウイルス感染症対策のた
　め中止した。

○教科教材研究等に関する研修会の
  開催

○小中学校の希望する教職員を対象に、１１講座の研
　修会を計画したが、新型コロナウイルス感染症対策
　のため中止した。

○道徳教育授業研修会の開催 ○市小中学校の道徳教育担当者を対象に、校内での授
　業研究を含め、合計３回の研修会を実施した。

○実技研修会の開催 ○小中学校の希望する教職員を対象に、リモートによ
　るＩＣＴ研修会を１回行った。

○ＩＣＴ実技研修会及びICT活用研修
　会の開催

○小中学校の教職員を対象に、講師が各校を巡回する
　形でのＩＣＴ活用研修会を行った。

○特別支援教育研修会の開催 ○小中学校の特別支援教育担当者及び希望する教職員
　を対象とした２回の研修会、学習指導員及び介助員
　等を対象とした２回の研修会を計画したが、新型コ
　ロナウイルス感染症対策のため中止した。

○授業相談支援の実施 ○小中学校の要請に応じて、指導主事等が授業づく
　り、学級経営、校内研究及び研究発表等に関する指
　導・助言を２９回実施した。

○各種出前授業の開催 ○小中学校の要請に応じて、児童生徒・保護者を対象
　に、指導主事等によるＳＮＳネットリテラシー出前
　授業を９回実施した。

（ｳ）校内研修の支援 ○授業研修での指導・助言 ○各小中学校に指導主事等を２９回派遣し、指導・助
　言を行った。

事業評価 Ｂ
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事　　　　　　　　業 事業内容（令和２年度目標） 令和２年度実績

点検評価調書

（１）学ぶ力を育む教育の充実

１　学ぶ力、豊かな心、健やかな体を育む教育の推進

Ⅰ．生きる力を持ち未来を拓く子どもを育む[学校教育]

③教育課題への指導・支援
　の充実

（ｱ）教育課題の調査・研
　　 究・開発

○基礎学力調査と活用 ○指導主事を派遣し、思考力・判断力・表現力の育成
　を中心に指導・助言を行った。

○教育に関する調査・研究・開発 ○全国学力・学習状況調査については新型コロナウイ
　ルス感染症対策のため中止となった。千葉県標準学
　力検査の結果について調査し、考察を加えた冊子を
　作成し、各校に指導法改善の周知を図った。

○研究校等、特色ある教育活動への
  支援

○国語科、体育科、オリンピック・パラリンピック教
　育、福祉教育、情報教育など、特色ある教育活動を
　行う７小学校及び３中学校への支援を行った。

○教材の研究開発 ○教育センターにおいて、社会科副読本や漢字・計算
　検定、ＳＮＳ等対応ネットリテラシー教材等を改訂
　した。

○教科指導法の指導・支援 ○小中学校の要請に応じて、指導主事等が教科指導に
　関する指導・助言を行った。

（ｲ）教育研究団体支援事
     業

○市教育研究会への指導・助言 ○要請に応じて、指導主事等を授業研修会に４回派遣
　し、指導・助言を行った。

○各研究団体の活動支援 ○要請に応じて、指導主事等を派遣し、活動支援を
　行った。

事業評価

④幼児教育の充実

（ｱ）情報提供と学習機会
     の充実（幼稚園）

○幼児教育に関する様々な情報の提
　供

○役員会（保護者）や園だより等を通じ、園児の様子
　や幼児教育に係る情報を積極的に提供した。

○園外研修等への積極的な参加 ○各園からの推薦者と担当指導主事が県主催の研修会
　へ参加を予定していたが、新型コロナウイルス感染
　症対策のため中止となった。

○組織的・計画的な園内研修の推進 ○年間計画に基づき、非常勤職員等も含めた園内研修
　を１回実施した。

○保護者会や地域懇談会の開催 ○新型コロナウイルス感染症対策のため、全体保護者
　会は中止したが、地域の代表で瀬戸幼稚園長が地域
　懇談会（園長会議）に出席した。

（ｲ）幼稚園・小学校・中
     学校の連携

○職場見学や職場体験を通しての交
　流

○小学校の職場見学学習や中学校の職場体験学習を通
　しての交流を予定していたが、新型コロナウイルス
　感染症対策のため中止した。

○諸行事を通じての交流 ○学習発表会や合唱祭、生活科授業等を通しての交流
　を予定していたが、新型コロナウイルス感染症対策
　のため中止した。

○情報交換会の開催 ○各種連絡会を通して情報交換を行った。

（ｳ）個に応じた教育の推進 ○子ども発達センターや関係各課等
  との連携

○関係各課の職員と連携し、全小中学校への巡回訪問
　を２回行い、児童生徒の指導・支援に関して情報共
　有を図った。

○指導補助や支援のための非常勤職
  員の配置

○２幼稚園に補助教員７名、支援員６名を配置した。

○相談支援ファイル（コスモスファ
  イル）を活用した早期就学相談の
  実施

○コスモスファイルを活用し、年間を通した個別の就
　学相談を実施した。

事業評価

Ａ

Ａ
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事　　　　　　　　業 事業内容（令和２年度目標） 令和２年度実績

点検評価調書

（１）学ぶ力を育む教育の充実

１　学ぶ力、豊かな心、健やかな体を育む教育の推進

Ⅰ．生きる力を持ち未来を拓く子どもを育む[学校教育]

⑤読書活動の推進

(ｱ）学校図書館の資料の整
    備充実

○学校図書システムの活用による学
  校間貸し出しの推進

○図書システムを活用し、１３の小中学校間で合計８
　４冊の貸し出しを行った。

○計画的な図書資料の選定と購入 ○文部科学省が示す学校図書館図書標準に基づき、児
　童生徒への指導に適した蔵書の選定及び購入を行っ
　た。

○蔵書点検の実施 ○新型コロナウイルス感染症対策を行いながら、中学
　校９校の蔵書点検を実施した。

（ｲ）市立図書館との連携
     事業の開催

○学校図書館担当者会議、学校司
  書連絡会での情報交換

○学校司書を対象とした連絡会を８回実施した。学校
　図書館担当者会議を２回計画していたが、新型コロ
　ナウイルス感染症対策のため中止した。

○市立図書館からの団体貸し出し
  の利用促進

○小中学校の要望に応じて、市立図書館から学校へ７
　５件、３、８６８冊の団体貸し出しを利用した。

○スクール便貸し出し事業 ○市立図書館からスクール便として、１８小学校及び
　５中学校に年３回ずつ、書籍のセット貸し出しを利
　用し、読書活動推進を図った。

○図書館司書研修会の開催 ○学校司書を対象とした連絡会を８回実施した。

（ｳ）学校図書館の環境整
     備と機能の充実

○学校司書の適切な配置 ○全小中学校に学校司書１３名を配置した。

○学校司書連絡会の定期的な開催 ○学校司書を対象とした連絡会を１０回計画し、８回
　実施した。

事業評価

⑥国際理解教育の推進

（ｱ）外国語教育の充実 ○外国語指導助手（ALT)及び日本人
  英語教育コーディネーターの活用

○全幼小中学校に１３名のＡＬＴを、１８小学校に９
　名の英語教育コーディネーターを配置し、子どもた
　ちのコミュニケーション能力の育成に向けた体制の
　充実を図った。

○日本語指導員の派遣 ○２名の日本語指導員を４校に配置し、外国人児童生
　徒や帰国児童生徒が学校生活や学習活動を円滑に行
　うための支援体制の充実を図った。

○小学校中学年の外国語活動及び高
  学年の外国語科の充実

○全小学校において、３・４年生は年間３５時間の外
　国語活動を、５・６年生は年間７０時間の外国語科
　の授業を実施した。

○小学校低学年における国際理解教
  育の推進

○各小学校において、外国語活動や休み時間等でＡＬ
　Ｔと触れ合う機会を設けた。

○イングリッシュアカデミーホップ
 （小学３・４年生対象の英語研修
  会）の実施

○夏季休業中に半日２回の研修会を計画したが、新型
　コロナウイルス感染症対策のため中止した。

○イングリッシュアカデミーステッ
  プ（小学５・６年生対象の英語研
  修会）の実施

○夏季休業中に１日の研修会を計画したが、新型コロ
　ナウイルス感染症対策のため中止した。

○イングリッシュアカデミージャン
  プ（中学生対象の海外派遣研修）
  の実施

○３月末に海外派遣研修を計画したが、新型コロナウ
　イルス感染症対策のため中止した。

事業評価 Ｂ

Ａ
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事　　　　　　　　業 事業内容（令和２年度目標） 令和２年度実績

点検評価調書

（１）学ぶ力を育む教育の充実

１　学ぶ力、豊かな心、健やかな体を育む教育の推進

Ⅰ．生きる力を持ち未来を拓く子どもを育む[学校教育]

⑦特別支援教育の推進

（ｱ）特別支援体制の充実 ○個別の指導計画・個別の教育支援
  計画の作成と活用

○児童生徒の発達段階、能力及び特性等に即した個別
　の教育支援計画を作成し、具体的な指導・支援に活
　用した。

○指導補助や支援のための非常勤職
  員の配置

○１７小学校及び７中学校に４６名の学習指導員、１
　６小学校及び６中学校に４２名の介助員を配置し
　た。

○校内支援体制の充実 ○児童生徒の教育的ニーズに応じて、支援学級・通常
　学級間の交流学習を行うなど、学校全体で特別支援
　を実施した。

○定期の巡回相談の実施 ○関係課の職員と連携し、全小中学校への巡回訪問を
　２回行い、児童生徒の指導・支援に関して情報共有
　を図った。

○専門家チームの活用 ○新型コロナウイルス感染症対策のため、活用を中止
　した。

○家庭、医療、関係機関等との連携 ○児童生徒個々の教育的ニーズに合わせて対応できる
　よう、必要に応じて印西総合病院や国際医療福祉大
　学成田病院と指導・支援の方法に関する情報共有及
　び連絡調整を図った。

○適応指導教室との連携 ○児童生徒個々の教育的ニーズに合わせて対応できる
　よう、必要に応じて指導・支援の方法に関する情報
　共有及び連絡調整を図った。

○特別支援教育に関する研修会の開
  催

○小中学校の特別支援教育担当者を対象とした２回の
　研修会と、学習指導員及び介助員等を対象とした２
　回の研修会を計画したが、新型コロナウイルス感染
　症対策のため中止した。

○コスモスファイルを活用した児童
  生徒理解

○小学校・中学校入学時などの就学相談でコスモス
　ファイルを活用して相談を行った。

（ｲ）就学指導の推進 ○就学指導委員会の開催 ○１１名の委員により、４回の委員会を実施した。

○早期就学相談の実施 ○５月に就学相談会を計画したが、新型コロナウイル
　ス感染症対策のため中止し、個別相談の中で伝達し
　た。また、年間を通して個別の就学相談を実施し
  た。

○関係課担当者会議の実施 ○年１０回の５課担当者会議と年２回のネットワーク
　部会を計画したが、新型コロナウイルス感染症対策
　のため、９回の５課担当者会議及び年１回のネット
　ワーク部会に縮小実施し、支援体制の整備を図っ
　た。

事業評価 Ａ
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事　　　　　　　　業 事業内容（令和２年度目標） 令和２年度実績

点検評価調書

（１）学ぶ力を育む教育の充実

１　学ぶ力、豊かな心、健やかな体を育む教育の推進

Ⅰ．生きる力を持ち未来を拓く子どもを育む[学校教育]

⑧キャリア教育の推進 ○中学校職場体験学習（印西市生き
  活き体験）の実施と小学校職場見
  学学習の支援

○市内１６５事業所の協力のもと、全中学生を対象に
　職場体験学習を実施する予定であったが、新型コロ
　ナウイルス感染症対策のため中止した。小学生を対
　象に、一部事業所での職場見学を行う予定であった
　が、新型コロナウイルス感染症対策のため中止し
　た。

○地域の企業、職業人との連携 ○小中学生を対象に、民間事業所の方や職業人を講師
　に招き、講話会等を実施する予定であったが、新型
　コロナウイルス感染症対策のため中止した。

○キャリアパスポートへの支援 ○市内全小中学校、生徒一人ひとりにキャリアパス
　ポートを配布し、キャリア教育の推進を図った。

事業評価

今後の施策の方向性

　新型コロナウイルス感染症対策のため、多くの事業を中止したり縮小したりすることに
なったが、可能な範囲で事業を実施し児童生徒の学ぶ力を育むことができた。
　今後も感染症対策を行った上での事業の進め方を工夫していく。
　会議や研修会、連絡会については、集合や対面での開催の必要性を検討し、オンラインで
の開催等の工夫が必要である。
　一人一台端末の活用について、教職員の技能や意識を向上していけるよう支援の充実を図
る。

Ｂ
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事　　　　　　　　業 事業内容（令和２年度目標） 令和２年度実績

①情操教育の充実

（ｱ）道徳教育の充実 ○道徳教育全体計画の改善と校内推
  進体制の充実

○各校の道徳教育推進教師を中心に計画の見直しや指
　導の実践を図った。

○道徳教育授業実践研修会の開催 ○小中学校から推薦された教職員を対象に、３回の研
　修会を計画したが、新型コロナウイルス感染症対策
　のため、２回に縮小して実施した。

（ｲ）人権教育の推進 ○人権教育全体計画の改善と心を育
  てる教育の充実

○国や県の動向を踏まえた各校の取組について指導・
　助言を行った。

○人権教育研修の実施 ○要請のあった小中学校で、指導主事等による人権教
　育に関する校内研修を実施した。

○人権教室の開催 〇各学校で道徳や学年集会の時間を使い、人権教育の
　推進を図った。

○いじめに関するアンケートの定期
  的な実施

○全小中学校で定期的なアンケート及び事後の教育相
　談を実施し、いじめの未然防止、早期発見、事態解
　決を図った。

○いじめ防止対策委員会の開催 〇毎月行われる「いじめ防止対策会」において、いじ
　めの実態把握や未然防止、早期発見等の共通理解を
　図った。

○家庭・地域や関係機関との連携に
  よる人権意識の啓発

○学校からの便り及び学校ホームページ等を通じて、
　学校の取組について情報発信した。

○さわやかハートフルコンサートの
  開催

○小学校５年生、音楽系部活及び中学校代表生徒を対
　象にコンサートを計画したが、新型コロナウイルス
　感染症対策のため中止した。

○小学校芸術鑑賞教室の開催 ○小学校６年生を対象に研修を計画したが、新型コロ
　ナウイルス感染症対策のため中止した。

事業評価

②体験活動の推進

（ｱ）体験活動の充実 ○奉仕等体験活動の実施 ○各校では年間計画に基づき、学校や地域の美化活動
　を実施した。

○自然科学体験学習の実施 ○一部の小学校では児童生徒や地域の実態に応じた自
　然体験学習を実施した。

○みどりの少年団活動の推進 ○全小中学校で緑化活動に取り組んだ。千葉県みどり
　の少年団交流集会は新型コロナウイルス感染症対策
　のため中止となった。

○親子体験学習の実施 ○児童生徒・保護者を対象に、里山観察会や保持おら
　観察会、産学官連携科学講座、わら細工体験教室の
　実施を予定していたが、新型コロナウイルス感染症
　対策のためすべて中止した。

事業評価

③郷土愛を育む教育の推進

（ｱ）郷土愛を育む教育の
     推進

○各小・中学校に設置している歴
  史資料室の内容の充実

○掲示物及び展示物等の見直しや更新を行い、内容の
　充実に努めた。

事業評価

（２）豊かな心を育む教育の充実

Ｂ

Ａ

点検評価調書

Ⅰ．生きる力を持ち未来を拓く子どもを育む[学校教育]
１　学ぶ力、豊かな心、健やかな体を育む教育の推進

Ａ

（ｳ）芸術文化体験事業の
     充実
【リーディング施策１関連事
 業】
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事　　　　　　　　業 事業内容（令和２年度目標） 令和２年度実績

（２）豊かな心を育む教育の充実

点検評価調書

Ⅰ．生きる力を持ち未来を拓く子どもを育む[学校教育]
１　学ぶ力、豊かな心、健やかな体を育む教育の推進

④きめ細やかな教育支援の
  推進

（ｱ）適応指導教室事業の
     推進

○適応指導教室の充実 ○中学生１６名、小学生１１名の計２７名が通室し、
　改善が見られた児童生徒は２４名であった。

○適応指導教室連絡会の実施 ○新型コロナウイルス感染症対策のため、学期1回の保
　護者会「あったまる会」は中止したが、個人面談を
　実施し、情報交換を行った。

（ｲ）教育相談の充実 ○面接相談・電話相談の充実 ○面談件数は４７件、電話相談件数３３件のうち、子
　ども相談室の利用は３６件であった。

○不登校児童生徒等の相談の充実 ○定期的にケース会議を実施し、訪問相談担当教員や
　スクールソーシャルワーカー等との連携を図った。

○関係機関との連携 ○学校だけではなく、市の相談機関や医療機関との連
　携を図った。

○訪問指導の充実 ○訪問相談担当教員やスクールソーシャルワーカーを
　活用し、相談の充実を図った

○スクールカウンセラー等の活用 ○９中学校、３小学校に配置されたスクールカウンセ
　ラーが、児童生徒及び保護者の相談に関わった。

○学校諸問題に対する助言・指導 ○２名の学校問題対策指導員が、学校の諸問題に対し
　て、広い視野から総合的見地に立って１６２回の指
　導・助言を行った。

事業評価

今後の施策の方向性

Ａ

　新型コロナウイルス感染症対策のため、集合型・体験型の事業の多くを中止することと
なったが、その他の事業については、感染症対策を行った上で実施し、児童生徒の豊かな心
を育むことができた。
　今後は従来どおりの開催にとらわれず、感染症対策を行った上での可能な実施方法を工夫
していく。
　児童生徒への心の教育、いじめや不登校などの悩みを抱える児童生徒への支援のため、関
係・専門機関との連携を強く図っていく必要がある。
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事　　　　　　　　業 事業内容（令和２年度目標） 令和２年度実績

①学校体育の充実

（ｱ）学校体育の充実 ○体育主任会議の開催 ○会議を２回、研修会を小中学校１回ずつ実施する計
　画だったが、新型コロナウイルス感染症対策のため
　会議を1回のみ行った。

○小学校駅伝競走大会の開催 ○全小学校、男女６０チーム以上で行う予定だった
　が、新型コロナウイルス感染症対策のため大会を中
　止とした。

○中学校武道学習における外部指導
  者の活用

○県の特別非常勤講師配置事業により、２中学校に２
　名の外部人材を配置し、活用した。

○授業や大会等における順天堂大学
  との連携強化

○小学校駅伝競走大会にて、伴走等で協力を得る予定
　だったが、新型コロナウイルス感染症対策のため大
　会を中止とした。小中学校９校のオリパラスポーツ
　教室で協力を得た。

○運動に親しむ能力を育成するため
  の授業改善指導

○各校からの要請に基づき、指導主事を派遣し、体育
　科（保健体育科）学習の授業改善を図った。

○体力・運動能力調査の集計・分析 ○新型コロナウイルス感染症対策のため、体力・運動
　能力調査は、全て中止となった。

 (ｲ)運動部活動の充実 ○部活動サポート事業による指導者
  派遣

○部活動サポーター２０名を派遣し、技能及び競技力
　の向上を図った。

○部活動補助金交付事業による経済
  的支援

○各種大会及び関東大会並びに全国大会（代替試合）
　参加者４人の交通費等の経費について支援を行っ
　た。

〇部活動の適切な運営に向けた指
  導・助言

〇活動方針や活動報告、日々の活動の様子を確認し、
　安全・公正な部活動運営ができるように助言を行っ
　た。

事業評価

②学校保健衛生の充実

（ｱ）健康教育の推進 ○保健指導教材の整備 ○沐浴人形等の貸し出しを３校に行った。

○薬物乱用防止教育の推進 〇北総地区少年センター職員を講師とした薬物乱用防
　止教室を実施するとともに、薬物の依存性や怖さに
　ついて保健体育科の授業を行った。

○養護教諭、新生小児科医によるい
  のちの授業の実施（中学生対象）

○中学校３校で実施予定であったが、新型コロナウイ
　ルス感染症対策のため２校で中止し、１校のみ実施
　した。

○養護教諭、助産師、保健師等によ
  る性に関する指導の実施（小学６
  年生・中学３年生対象）

○全小中学校で実施予定であったが、新型コロナウイ
　ルス感染症対策のため小学校５校が中止となり、小
　学校１３校、中学校９校で実施した。

（ｲ）学校保健会の活動の
     充実

○学校医、学校歯科医、学校薬剤師
  との連携

○新型コロナウイルス感染症対策のため、学校保健理
　事会を書面開催した。

○各専門部会（学校薬剤師、栄養、
  養護教諭）の活動の支援

○学校薬剤師部会を２回、栄養士部会を３回、養護教
　諭部会を４回実施予定であったが、新型コロナウイ
　ルス感染症対策のため、学校薬剤師部会を１回、栄
　養士部会を１回、養護教諭部会を２回実施した。保
　健活動部会と、アレルギー対策検討会は中止した。

○「印西市の学校保健」（小冊子）
  と学校保健会報の発行

○「印西市の学校保健」を１回、学校保健会報を１回
　発行した。

（３）健やかな体を育む教育の充実

点検評価調書

Ⅰ．生きる力を持ち未来を拓く子どもを育む[学校教育]
１　学ぶ力、豊かな心、健やかな体を育む教育の推進

Ａ
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事　　　　　　　　業 事業内容（令和２年度目標） 令和２年度実績

（３）健やかな体を育む教育の充実

点検評価調書

Ⅰ．生きる力を持ち未来を拓く子どもを育む[学校教育]
１　学ぶ力、豊かな心、健やかな体を育む教育の推進

（ｳ）健康診断の実施と事
     後措置の徹底

○就学前児・児童・生徒の健康診断
  の実施

○児童生徒への定期健康診断（内科・歯科・耳鼻科・
　眼科・尿検査・結核等）及び就学時健康診断を実施
　した（一部縮小実施あり）。

○健康診断結果の集計と分析 ○健康診断結果を「印西市の学校保健」にまとめた。

○個別指導の充実（治療勧告） ○健康診断結果に基づき、個別指導を実施した。

（ｴ）小児生活習慣病の予
     防

○学校医、養護教諭、栄養教諭等に
  よる小児生活習慣病予防検討部会
  の開催

○１回開催予定であったが、新型コロナウイルス感染
　症対策のため中止した。

○小児生活習慣病予防検診の実施
 （全小学５年生、全中学１・３年生
  対象）

○新型コロナウイルス感染症対策のため、小児生活習
　慣病予防検診は中止した。

○養護教諭、栄養教諭等による小児
  生活習慣病予防教室及び事後 指
  導・個別相談の実施

○全小中学校で実施予定であったが、新型コロナウイ
　ルス感染症対策のため中止とし、必要に応じて個別
　指導や相談を行った。

（ｵ）口腔衛生事業の推進 ○学校歯科医、養護教諭、歯科衛生
  士等による学校歯科保健検討部会
  の開催

○２回開催予定であったが、新型コロナウイルス感染
　症対策のため中止した。

○学校歯科医、歯科衛生士等による
  歯科相談・ブラッシング指導の実
  施

○全小中学校で実施予定であったが、新型コロナウイ
　ルス感染症対策のため、２校のみ実施した。

（ｶ）保健室機能の充実 ○保健室の整備 ○新型コロナウイルス感染症対策のため、消毒液等の
　衛生物品の配付を随時行った。

○健康相談の実施 ○養護教諭の資質向上と児童生徒の健康課題解決を目
　指して、養護教諭部会の中に保健指導班を設け、研
　鑽を積んだ。

 (ｷ)学校環境衛生の充実 ○環境衛生検査（水質検査、照度
  検査、空気検査等）の実施

○照度・照明検査、飲料水水質検査、空気環境調査
　（ホルムアルデヒド・二酸化炭素・二酸化窒素）、
　ダニアレルゲン検査、配膳室衛生検査を実施した
　（一部縮小実施）。

事業評価

今後の施策の方向性

Ｂ

　新型コロナウイルス感染症対策のため、集合型・体験型の事業の多くを中止又は縮小する
こととなったが、可能な限り、感染症対策を行った上での実施を目指し児童生徒の健やかな
体を育むことができた。
　今後も、感染症対策を行いながら関係課や関係機関との連携を図り、児童生徒の体と心の
健康を保持していく。

- 24 -



事　　　　　　　　業 事業内容（令和２年度目標） 令和２年度実績

①学校給食の充実

（ｱ）食に関する指導の推進 ○「印西市食育ミニマム」や食に
  関する指導の全体計画に基づい
  た組織的な指導

○「印西市食育ミニマム」の職員への周知を行
い、組織的な指導の推進に努めた。

○栄養教諭・養護教諭・学級担任
  等の連携による食育指導

○学校と連携を図り、給食時間の指導方法を検討
し、給食時間のすごし方について掲示資料等で啓
発した。

○栄養教室・食育の授業の開催
 （全小学１・３年生、希望によ
  る小学校の２・４・６年生対
  象）

○新型コロナウイルス感染症対策のため、すべて
中止したが、授業のワークシートや保護者向け資
料を配付するなどして家庭学習につなげた。

○小児生活習慣病予防教室の開催
 （全小学５年生・全中学１年生
  対象）

○新型コロナウイルス感染症対策のため、すべて
中止した。

○家庭・地域と連携した食育の推
  進

○ホームページの活用や学校配付物等で、家庭へ
の啓発を行った。

○ちば食育ボランティア、ちば食育サ
　ポート企業の活用

○全小中学校に啓発資料を配布し、活用を促し
　た。

○給食レストランの開催（市民対象） ○年５回の開催を計画していたが、新型コロナウ
 イルス感染症対策のため、すべての開催を中止し
 た。

（ｲ) 学校給食の充実 ○献立の工夫と改善 ○印西市産の食材を４９％、千葉県産を１９％使
　用し、地産地消を推進した。

○衛生管理の徹底 ○新型コロナウイルス感染症対策のため講習会等
　を中止し、衛生管理に関する資料を配付するな
　ど各施設での知識の普及に努めた。

○給食残渣等の再資源化 ○業者委託により再資源化を実施し、実績として
　８７，４３０ｋｇを再資源化した。

○食物アレルギー対応給食の提供及び
　研修会の開催

○特別調理室のある中央学校給食センターにおい
　て食物アレルギー対応給食の提供を実施した。
　また、対象校への研修も実施した。

○食物アレルギーへの対策 ○食物アレルギーの保健調査票を基に使用食品一
　覧表、加工食品分析表を保護者に配布し、事故
　防止に努めた。また、中央学校給食センターで
　は、対応給食（卵・乳の除去食）の提供を実施
　した。

○学校給食センター老朽化への対応 ○牧の原学校給食センターにおいては、屋上、外
　壁及び洗浄室ダクト接続工事等を実施した。他
　の２センターについては、適切な維持管理を実
　施した。

事業評価

今後の施策の方向性

点検評価調書

Ⅰ．生きる力を持ち未来を拓く子どもを育む[学校教育]
１　学ぶ力、豊かな心、健やかな体を育む教育の推進

Ｂ

　食に関する指導の推進については、新型コロナウイルス感染症対策による学校の休業も
あり予定した事業が中止となったことから、今後、ホームページなどの活用も含め、感染
対策に応じた指導を検討していきたい。
　学校給食の充実については、増加している児童生徒数に対し、安全で安心な給食を安定
的に提供できるよう施設整備を含め対応していきたい。

（４）学校給食の充実
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事　　　　　　　　業 事業内容（令和２年度目標） 令和２年度実績

①学校・幼稚園施設の充実

 (ｱ) 安全な学校・幼稚園
     施設等の充実

○小・中学校の大規模改修事業及び
  校舎増築事業

○令和２年度は木刈中学校校舎増築工事、牧の原小学
　校校舎増築工事設計業務、原小学校校舎増築工事設
　計業務、滝野中学校校舎増築工事設計業務を行っ
　た。

○管理・教材備品等の整備

事業評価

②就学援助の充実 ○経済的理由により就学困難と認め
  られる児童生徒の保護者に就学援
  助を実施

○要保護・準要保護家庭の小学校２３７名、中学校１
　２８名、児童生徒合わせて３６５名に対して就学援
　助費を給付した。

事業評価

今後の施策の方向性

事　　　　　　　　業 事業内容（令和２年度目標） 令和２年度実績

①学校の適正規模・適正配置
  の推進

○学校適正規模・適正配置基本方針
  における検討対象校の適正化に向
  けた検討と調整

○新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から意見
　交換会は開催しなかったが、関係保護者等へ船穂小
　学校及び本埜中学校の現状や今後の対応等に係る市
　教育委員会の考え方についてまとめたお知らせの配
　付等を行った。

○学校適正配置審議会の開催 ○２回の審議会を開催し、印西市学校適正規模・適正
　配置基本方針の見直しについての諮問に係る審議を
　行った。

事業評価

今後の施策の方向性

2　安全で安心できる教育環境づくり

点検評価調書

Ⅰ．生きる力を持ち未来を拓く子どもを育む[学校教育]

（１）教育環境整備の充実

Ａ

 今後も計画的な学校施設改修工事及び児童・生徒数の増に対する学校校舎増築工事を行
う。
 就学援助制度については、必要とする家庭が利用できるようにするため、周知方法につい
て検討する。また、学校との連携を深める必要がある。

Ａ

（２）学校の適正規模・適正配置の推進

Ａ

　印西市学校適正規模・適正配置基本方針に基づき、保護者及び地域住民に理解が得られる
よう、引き続き、意見交換会等を開催し、施策の目的を達成するため事業を継続する。

○令和２年度は机・椅子２，１８０組を整備し、平成
　２７年度より実施していた市内全小・中学校を対象
　とした新ＪＩＳ規格への机・椅子の入替計画は令和
　２年度をもって終了した。
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2　安全で安心できる教育環境づくり

点検評価調書

Ⅰ．生きる力を持ち未来を拓く子どもを育む[学校教育]

事　　　　　　　　業 事業内容（令和２年度目標） 令和２年度実績

①安全教育の充実

（ｱ）安全教育の充実 ○交通安全教室の実施
 （全公立幼稚園・全小中学校対
  象）

○全小中学校・幼稚園で実施の計画をしたが、新型コ
　ロナウイルス感染症対策のため中止した。

○防犯教室の実施
　（全公立幼稚園・全小中学校対
   象）

○全小中学校・幼稚園で実施の計画をしたが、新型コ
　ロナウイルス感染症対策のため中止した。

○避難訓練の実施
　（全公立幼稚園・全小中学校）

○避難訓練を全幼稚園・全小中学校で実施した。

（ｲ）児童生徒・園児の安
     全確保

○学校安全に関する計画やマニュア
  ルの見直しと定期的な施設点検の
  実施に関する指導・助言

○各校より提出された防災計画・学校安全マニュアル
　の内容の点検を行った。また、諸表簿点検の際に指
　導主事等による確認を行った。

○防犯ブザーの貸与
  （小学新入生対象）

○防犯ブザーを小学校１年生及び転入生に貸与した。

○自転車通学用ヘルメット貸与
　（小中学新入生対象）

○自転車通学用ヘルメットを中学校１年生に貸与し
　た。

○メール配信システムの活用
　（公立幼稚園・小中学校等）

○防犯情報、活動予定等を保護者等にメール配信し、
　主に緊急を要する情報の提供を図った。

○防災行政無線を活用しての見守
  り活動の推進

○継続的に実施した。

○安全主任等研修会の開催 ○年１回の研修を計画したが、新型コロナウイルス感
　染症対策のため中止した。

○「こども１１０番の家」の推進 ○全小中学校で「こども１１０番の家」の設置を推進
　した。

○台風・雷雨・竜巻等自然災害対応
  安全指導の充実

○自然災害への対応について、事前に各校へ注意喚起
　を促すとともに、各校では児童生徒への指導を行っ
　た。

○理科薬品の安全管理の指導 ○理科薬品管理簿の点検と薬品庫の点検を行い、確認
　事項や改善が必要な点について指導・助言を行っ
　た。

（ｳ）通学路の安全確保 ○印西市通学路交通安全プログラム
  に基づいた通学路安全点検の実施
  と関係課、関係機関との連 携・
  対応

○全小学校で通学路の点検を実施するとともに、関係
　各課・関係機関と連携し、通学路の改善を図った。

○児童・保護者・教師等の点検によ
  る全小学校区の安全マップの作成
  及び関係機関への配付

○安全マップを小学校１年生及び転入生に配付し、学
　区内の危険個所に対する注意喚起を行った。

（ｴ）学校管理下における
     災害共済給付

○日本スポーツ振興センター災害共
  済給付制度への加入の推奨

○各校を通じて加入を推奨を行った。

○災害給付手続きに関する学校への
  情報提供及び指導

○手続きに関する手引きを各校に配付するとともに、
　研修会等で指導・助言を行った。

事業評価

今後の施策の方向性

（３）学校安全の推進

Ａ

　新型コロナウイルス感染症対策のため、集合型・体験型の事業の多くを中止することと
なったが、その他の事業については感染症対策を行った上で事業を実施し学校安全を推進す
ることができた。
　宅地開発が進む地域もあり、通学路の安全については各学校の点検や要望を踏まえなが
ら、関係課や関係機関と連携し速やかな対応を図っていく。
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2　安全で安心できる教育環境づくり

点検評価調書

Ⅰ．生きる力を持ち未来を拓く子どもを育む[学校教育]

事　　　　　　　　業 事業内容（令和２年度目標） 令和２年度実績

①学校情報公開と地域の連
  携

○学校ホームページを活用した学校
  広報の充実

○全小中学校がホームページを通して積極的に情報を
　発信し、全校で年間約４１０万件のアクセスを得
　た。

○教育センターホームページを活用
  した各学校の取り組みの共有化

○教育センターホームページで各校の様子や取組を紹
　介し、情報共有の推進を図った。

○地域人材の活用（学校・家庭・地
  域の連携）

○読み聞かせや高齢者との交流、職業人の講話等で新
　型コロナウイルス感染症対策をしながら活用の工夫
　に努めた。

○学校評価による学校教育の改善 ○各校で学校評価を実施し、結果をホームページ上な
　どで公開した。

○学校公開授業の推進 ○新型コロナウイルス感染症対策のため、各校で分散
　型授業参観やオンライン授業参観等の工夫をし、授
　業公開の推進を図った。

事業評価

今後の施策の方向性

（４）開かれた学校づくり

Ａ

　新型コロナウイルス感染症対策のための臨時休業期間中、学校ホームページでの情報発信
に努め、必要な情報を提供することができた。
　今後も、学校ホームページ及び一人一台端末を活用し、情報の発信や共有の一層の促進を
図っていく。
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2　安全で安心できる教育環境づくり

点検評価調書

Ⅰ．生きる力を持ち未来を拓く子どもを育む[学校教育]

事　　　　　　　　業 事業内容（令和２年度目標） 令和２年度実績

①教育関係資料の収集・活
  用・教育広報

○教育資料の収集・活用・提供 ○各校の資料を教育センターで学校ごとに保管してい
る。

○学校間グル－プウェアと文書管理
  システムを活用した教育関係資・
  各種文書の電子化及び共有化

○教育委員会からの通達文書はグループウェアを利用
　して円滑に接受・校内回覧が行われるようにした。

○教育センターホームページによる
  教育広報推進

○教育センターホームページに各校の様子や取組を
　日々紹介し、年間３３万件余りのアクセスを得た。

○学校ホームページ及びメール配信
  システムの広報的機能強化

○小中学校ホームページにて日常的に情報を発信して
　おり、市内小中学校全体で年間約６１０万件のアク
　セスを得た。

○ＳＮＳ等対応ネットリテラシー教
  育の充実

○小中学校の要請に応じて、児童生徒・保護者を対象
　に、指導主事等によるＳＮＳネットリテラシー出前
　授業を９回実施した。

事業評価

②情報教育及びICT活用の
  推進

○教科指導用ICT関連環境整備の充
  実

○各小中学校のネットワーク整備・充電保管庫の設
　置・一人一台端末の導入を行った。

○校務システムの機能充実 ○生徒指導情報の一元管理について周知を図り、機能
　利用推進を図った。

○校務システムを活用した学籍・成
  績・保健等の校務情報化推進

○指導要録をはじめとする学籍・成績の情報を一元管
　理し、安全性の確保並びに業務の効率化の推進を
　図った。

○公簿や文書、教育情報の電子化の
  推進

○教育委員会からの通達文書のほぼ全てをデジタル化
　して、各校へ発信した。グループウェアの機能を利
　用して、校内デジタル回覧の推進を図った。

○各システムやサーバー・端末等の
  適正な運用管理

○保守管理の委託業者が適宜対応し、トラブルの未然
　防止と早期対応を図った。

○情報セキュリティポリシー遵守の
  徹底

○一人一台端末導入に合わせてセキュリティポリシー
　を改訂し、市内小中学校へ周知を図った。

○教育ＣＩＯの配置、ヘルプデスク
  の設置

○校務システムに関するヘルプデスクを常設し、市内
　教職員の操作上の質問について迅速に回答した。

○教科等、情報教育、プログラミン
　グ教育におけるＩＣＴ活用に関す
　る研修の実施及び各学校への出前
　講座実施

○ＩＣＴ活用に関する校内研修に指導主事を派遣し、
　指導・助言を行った。また、個別の要請に対しても
　指導主事が対応し、授業での機器利用推進を図っ
　た。

○学校図書館システムの活用推進 ○学校図書館担当者を対象に、２回の図書システム研
　修会を計画したが、新型コロナウイルス感染症対策
　のため中止した。

事業評価

今後の施策の方向性

Ａ

　一人一台端末を速やかに導入し、全校での運用を始めることができた。
　今後、各学校における積極的な活用を支援し、教職員の技能と意識の向上を図っていく。

（５）情報化社会に対応した教育の推進

Ａ
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事　　　　　　　　業 事業内容（令和２年度目標） 令和２年度実績

①生涯学習ガイドの発行 ○生涯学習ガイドの発行 ○１６９部発行。講師、講座、団体、物品、施設
　情報の掲載を行った。各公民館・図書館・学
　校・コミュニティセンター・保健センター・老
　人福祉センター等の窓口への配布を行った。

○冊子内容を市ホームページでも提
　供

○市ホームページへの掲載を行った。年度途中に
　講師情報の追加があった場合は，市ホームペー
　ジを更新して対応した。アクセス件数８３９
　件。

事業評価

今後の施策の方向性

Ⅱ．生涯を通して学びスポーツに親しめる環境づくりを推進する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[生涯学習・生涯スポーツ]

点検評価調書

１　年齢にとらわれずにいきいきと暮らすための生涯学習活動

（１）生涯学習情報の充実

Ｂ

　例年８月に発行しており、市民への情報提供が遅くなっていることから、令和３年度
より４月に発行できるよう調整を行う。
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Ⅱ．生涯を通して学びスポーツに親しめる環境づくりを推進する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[生涯学習・生涯スポーツ]

点検評価調書

１　年齢にとらわれずにいきいきと暮らすための生涯学習活動

事　　　　　　　　業 事業内容（令和２年度目標） 令和２年度実績

①市民アカデミーの充実
【リーディング施策１関連事
 業】

○市民アカデミーの充実 ○新型コロナウイルス感染症の影響により、令和
　２年度は休止とした。
　コロナ禍においても実施できる学習支援として
　「印西市民アカデミーだより＋」を２６号発行
　し，市ホームぺージ上で公開した。

○市民アカデミープロジェクトチー
　ムによる学習計画の充実・運営

○新型コロナウイルス感染症の影響により市民ア
　カデミーを休止したため、担当者会議は実施し
　なかった。

○公民館・地域交流館などの事業で
　の活用の充実

○新型コロナウイルス感染症の影響により市民ア
  カデミーが休止となったため行わなかった。

事業評価

○市民ニーズや社会的課題をとらえ
　た事業の実施

○防災講座　１講座（延べ３０人）

○子ども対策事業の充実 ○工作、学習講座等　１０事業
　　　　　　　　　　（延べ５，４７０人）

○大人対象事業の充実 ○趣味、教養、工芸等　１５事業
　　　　　　　　　　（延べ１，２１０人）

○団体や行政等との共催事業の充実 ○工作教室、野外教室等　４事業
　　　　　　　　　　　　　（延べ５４人）

事業評価

③図書館サービスの充実 ○図書・視聴覚資料などの貸出 ○市立図書館６館において、延べ１８６，３０９
　人の利用者に対し、６１６，１４９点の図書館
　資料貸出を行った。

○レファレンスサービス・事業・資
　料の充実

○市立図書館６館において、窓口・電話でのレ
　ファレンスを１４，４２７件受付した。年間を
　通して事業を実施した。１１，３５８点（購
　入・寄贈）の資料を受け入れして、資料を充実
　した。
○市立図書館５館において、幼児・小学生を対象
　におはなし会、ほんのおみくじ、一般成人を対
　象にブックリサイクル等各種事業を実施した。
○新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、４
　月１日から６月１日まで利用休止したため、上
　記は６月２日からの実績である。

事業評価

Ｂ

Ｂ

Ａ

（２）多様な学習機会の提供

②公民館・地域交流館主催事
　業の充実
　【リーディング施策１関連
　　事業】
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Ⅱ．生涯を通して学びスポーツに親しめる環境づくりを推進する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[生涯学習・生涯スポーツ]

点検評価調書

１　年齢にとらわれずにいきいきと暮らすための生涯学習活動

事　　　　　　　　業 事業内容（令和２年度目標） 令和２年度実績

④生涯学習まちづくり出前
  講座の充実
　【リーディング施策１関連
　　事業】

○市民の学習機会を増やし、市民参
　画のきっかけとなる生涯学習まち
　づくり出前講座の充実

○市ホームページや広報にて出前講座の周知に努
　めた。１４件３８１人が受講した。

事業評価

評価の理由及び今後の方向性

　市民アカデミーは、新型コロナウイルス感染症の影響により、事業を実施できなかっ
たため、今後はプログラムの内容の見直しを行い、コロナ禍においても実施できるよう
検討する。
　公民館・地域交流館主催事業は、新型コロナウイルス感染症の影響で９月までの事業
が中止となり、１０月以降においても内容の見直しや定員を減らしての実施となった。
今後についても事業内容を精査し、市民ニーズや社会的課題をとらえた事業の実施を計
画していく。
　図書館サービスのうち計画どおり実施できた事業については、学習機会の提供につい
て効果があったので、施策の目的を達成するため事業を継続する。
　まちづくり出前講座は、新型コロナウイルス感染症の影響により、受講数が減少し
た。引き続き事業についての周知を行い、受講者の満足度の高いものになるように取り
組む。

（２）多様な学習機会の提供

Ｂ
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Ⅱ．生涯を通して学びスポーツに親しめる環境づくりを推進する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[生涯学習・生涯スポーツ]

点検評価調書

１　年齢にとらわれずにいきいきと暮らすための生涯学習活動

事　　　　　　　　業 事業内容（令和２年度目標） 令和２年度実績

①生涯学習環境の整備・充実 ○公民館・地域交流館や図書館の適
　正な維持・改修

○公民館・地域交流館設備等の修繕を行い、施設
　の適正な維持に努めた。
○図書館の適正な維持のため、改修を行った。

○生涯学習機能の充実 ○各公民館・交流館でそれぞれの地域の特徴を生
　かした主催事業を展開した。

○社会教育主事などの配置 ○生涯学習課に１名配置し、施策・事業の推進に
　努めた。

○文化ホール・大森図書館大規模改
　修事業

○印西市文化ホール・大森図書館大規模改修工事
　が完了した。

○ふれあい文化館大規模改修事業 ○新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、工事
　期間が延長したため，実施できなかった。

事業評価

評価の理由及び今後の方向性

（３）生涯学習環境の整備・充実

Ａ

　生涯学習施設の大規模改修工事の実施や各施設で主催事業を実施したことにより、目
標を概ね達成することができた。
　今後についても引き続き事業を実施するとともに、生涯学習機能を効果的に発揮する
ための管理運営体制についても検討を図る必要がある。
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Ⅱ．生涯を通して学びスポーツに親しめる環境づくりを推進する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[生涯学習・生涯スポーツ]

点検評価調書

１　年齢にとらわれずにいきいきと暮らすための生涯学習活動

事　　　　　　　　業 事業内容（令和２年度目標） 令和２年度実績

①産学官民の連携・協力 ○大学などの高等教育機関や企業な
　どとの連携協力

○順天堂大学公開講座（順天堂大学・印西市・
　酒々井町共催）は新型コロナウイルス感染症の
　影響により中止とした。

○市民・市民団体との連携・協力 ○市民アカデミーの講師として、NPO法人を含む市
　民団体を活用する予定だったが，新型コロナウ
　イルス感染症の影響により実施しなかった。

事業評価

②社会教育関係団体の支援 ○社会教育関係団体の支援 ○補助金による活動支援、事業後援等により活動
　を側面から支援した。（後援：７事業）

○ボランティアの育成や地域で活
  動する個人・団体のネットワー
  ク化の推進

○市民アカデミーにおいて、受講生が市民活動団
　体に加入したり、自ら団体を組織できるような
　プログラムを実施する予定だったが、新型コロ
　ナウイルス感染症の影響により、中止とした。

事業評価

評価の理由及び今後の方向性

（４）高等教育機関等の連携協力

Ｂ

　産学官民の連携・協力については、新型コロナウイルス感染症の影響により事業を実
施することが出来なかった。今後はコロナ禍においても実施できるような事業形態の検
討を行う。
　社会教育関係団体の支援については、新型コロナウイルス感染症の影響により一部事
業を中止とした。市民アカデミー卒業生で市民団体を立ち上げるなど一定の効果が見ら
れたため、今後についても事業を継続して実施する。

－
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事　　　　　　　　業 事業内容（令和２年度目標） 令和２年度実績

①「こども１１０番の家」の
　推進

○こども１１０番運営委員会などの支
　援

○子ども１１０番運営委員会は新型コロナウイル
　ス感染症の影響により、中止とした。事業の周
　知を図るため、市ホームページや広報いんざい
　にこども１１０番について掲載した。

○こども１１０番ステッカー・看板の
　提供

○新規の協力申し込みや破損等による交換などの
　対応を行った。協力家庭及び事業所数の調査を
　実施した。（１，４６６件）

○こども１１０番の家災害補償保険の
　加入

○協力家庭及び事業所等の不測の事態に備え，保
　険に加入した。

事業評価

②青少年健全育成大会の実
  施

○親子で参加し、考える機会となる青
　少年健全育成大会の実施

○「社会を明るくする運動」とともに開催する予
　定だったが、新型コロナウイルス感染症の影響
　により中止とした。

事業評価

③地域ぐるみさわやかコ
　ミュニティ推進事業の充
　実
　【リーディング施策１関連
　　事業】

○中学校区ごとに学校や地域で活動す
　る団体が協力し、コミュニティづく
　りと生活環境の整備を図る地域ぐる
　みさわやかコミュニティ推進事業の
　支援

○６学校区（船穂中、木刈中、小林中、西の原
　中、滝野中，本埜中）で事業に取り組んだ。一
　部事業は新型コロナウイルス感染症の影響によ
　り、中止となったが、安全パトロール、声かけ
　運動、講演会等の事業を地域の団体が連携協力
　し学校とともに活動した。

事業評価

○放課後子ども教室の実施・支援 ○新型コロナウイルス感染症の影響により、中止
　とした。

事業評価

⑤成人記念式典の実施 ○新成人運営スタッフの企画・運営に
　よる成人記念式典の実施

事業評価

○４０名の運営スタッフにより２回の会議を行
　い、企画・準備にあたったが、新型コロナウイ
　ルス感染症の影響により式典は中止とした。
　市長、議長からのお祝い言葉や新成人代表者の
　意見発表や感謝の言葉を市ホームページに掲載
　した。

点検評価調書

Ｂ

Ⅱ．生涯を通して学びスポーツに親しめる環境づくりを推進する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[生涯学習・生涯スポーツ]

Ｂ

２　地域で子どもたちを守り育てる環境づくり

（１）青少年の健全育成活動の推進

④放課後子ども教室の実施
　【リーディング施策１関連
　　事業】

－

－

－

- 35 -



点検評価調書

Ⅱ．生涯を通して学びスポーツに親しめる環境づくりを推進する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[生涯学習・生涯スポーツ]

２　地域で子どもたちを守り育てる環境づくり

事　　　　　　　　業 事業内容（令和２年度目標） 令和２年度実績

⑥子ども読書活動の推進 ○図書館での読み聞かせ等の実施 ○６月以降通年で行ったおはなし会に３５８名
　（全館）、クリスマス会に６２名（小林）の参
　加者があった。

○学校での読書活動の推進 ○ホームページなどを活用した広報・啓発を行っ
　た。

事業評価

今後の施策の方向性

（１）青少年の健全育成活動の推進

Ａ

　新型コロナウイルス感染症の影響により、おはなし会などを中止する場合もあったた
め、今後は新しい生活様式に沿った開催方法を検討していく必要がある。
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点検評価調書

Ⅱ．生涯を通して学びスポーツに親しめる環境づくりを推進する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[生涯学習・生涯スポーツ]

２　地域で子どもたちを守り育てる環境づくり

事　　　　　　　　業 事業内容（令和２年度目標） 令和２年度実績

①家庭教育学級の充実
【リーディング施策２関連
　事業】

○各公立幼稚園・小中学校での庭教育
　学級開設

○必修２７学級，学年８学級，計３５学級開設。
　参加延べ人数５５４人の方が学級生として学ん
　だ。

○家庭教育学級主事会議の開催 ○幼稚園・小中学校教頭に、家庭教育主事を委
　嘱、指導・助言にあたってもらった。５月２１
　日と２月１８日の２回主事会議を開催した。

○家庭教育学級運営委員研修会の
  開催

○各学級代表者を対象に７月２８日と３月に研修
　会を実施した。（３月については新型コロナウ
　イルス感染症の影響により書面開催とした）

○家庭教育指導員の配置 ○家庭教育学級指導員を１名配置し、指導・助言
　にあたった。

事業評価

今後の施策の方向性

（２）家庭教育の推進

Ｂ

　新型コロナウイルス感染症の影響により、講座の開催を中止することとなった学級も
あったため，今後は新しい生活様式に沿った講座の開催方法を検討していく必要がある。
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事　　　　　　　　業 事業内容（令和２年度目標） 令和２年度実績

①文化・芸術事業の充実 ○文化ホール主催事業等の実施 ○新型コロナウイルス感染症の影響による大規模
　改修工事の工期延長に伴い、再開館時期が遅れ
　たことにより主催事業実施が出来なかった。

事業評価

今後の施策の方向性

事　　　　　　　　業 事業内容（令和２年度目標） 令和２年度実績

①文化芸術活動の支援
　【リーディング施策２関連
　　事業】

○市民文化祭の実施 ○オンラインによる市民文化祭を実施した。出品
　点数２７５点、視聴回数５，６６２回。期間
　１１月１日～１１月３０日。

○芸術文化団体活動への支援 ○事業の共催や後援により、団体活動の支援を行
　うほか、活動への助言を行った。

○芸術文化情報の提供 ○公民館・文化ホール等の窓口へのポスター・チ
　ラシ等の配布、市ホームページへの掲載、関係
　団体への資料提供を行った。

事業評価

②地域文化活動の支援
　【リーディング施策１関連
　　事業】

○市民の地域文化活動への支援 ○協働事業として、木下まち育て塾による印西市
　木下地区歴史講座事業や、小林住みよいまちづ
　くり会による道作古墳群歴史広場整備活用事業
　を実施するなどの活動支援を行った。

事業評価

今後の施策の方向性

Ⅲ．心に豊かさをもたらす文化の保護と振興を図る[文化芸術]

１　創造性を育む文化・芸術活動の推進・継承

（１）文化芸術に触れる機会の拡大

－

点検評価調書

Ｓ

○文化・芸術の拠点である文化ホールの役割を果たすべく事業を継続していく。

（２）市民の自主的な活動の支援

Ａ

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため多くの文化芸術事業や行事が中止となった
が、オンライン市民文化祭など新たな取り組みを行ったことで成果が上がっているため、
事業を継続し、さらに施策の推進を図る。
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Ⅲ．心に豊かさをもたらす文化の保護と振興を図る[文化芸術]

１　創造性を育む文化・芸術活動の推進・継承

点検評価調書

事　　　　　　　　業 事業内容（令和２年度目標） 令和２年度実績

①子どもたちの文化芸術活
  動の充実

○文化芸術活動体験の実施 ○市民文化祭において文化芸術体験の機会を設け
　ることを計画していたが、新型コロナウイルス
　感染症の影響により実施できなかった。

事業評価

②芸術文化活動を支える人
  材育成の推進

○芸術文化協会と連携し，地域の文
　化芸術活動を支える人材育成を支
　援する。

○芸術文化協会と連携し、各加盟団体の公益的で
　自主的な活動を支援し、人材育成に資する予定
　であったが、行事・活動がほとんどできなかっ
　た。

事業評価

今後の施策の方向性

（３）子どもをはじめとする次世代の育成

－

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のためほとんどの行事、活動が中止になり、実施が
困難であった。今後は感染症の状況を見極めながら行事、活動を実施し、事業を継続して
いく。

－
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事　　　　　　　　業 事業内容（令和２年度目標） 令和２年度実績

①指定文化財保護事業 ○有形文化財，史跡及び天然記念物
　の保存

○文化財所有者に対し、保存・管理に関する指
　導・助言及び文化財保存管理経費に伴う補助金
　の交付を行った。また、市指定史跡の環境保全
　に努めた。
　補助金交付　８団体４７３，０００円

○無形民俗文化財の継承支援 ○指定無形民俗文化財の保存会や各伝承者に対
　し、保存・継承に関する指導・助言を行った。
　また、保存・継承活動に対し補助金を交付し
　た。
　補助金交付　６団体７７９，０００円

○文化財の普及啓発 ○文化財防災訓練は新型コロナウイルス感染症対
　策のため実施できなかったが、文化財愛護思想
　の普及と防災意識の向上に努めた。

事業評価

②文化財基礎調査事業 ○仏像調査・石造物調査の実施、調
　査報告書刊行準備

○印旛地区において石造物調査準備を実施した。
　本埜地区において石造物調査の報告書の刊行準
　備を実施した。

事業評価

③埋蔵文化財の保護事業 ○市内主要遺跡調査の実施 ○道作１号墳の土砂流出防止工事を実施した。市
　内遺跡の分布調査を実施した。

○埋蔵文化財の取扱い事務及び埋蔵
　文化財包蔵地の保護

○開発行為等に伴う発掘調査を実施し，埋蔵文化
　財包蔵地の保護に努めた。

○道作古墳群活用事業の推進 ○企画提案型協働事業として、ＮＰＯ法人小林住
　みよいまちづくり会と協働し道作古墳群見学会
　等の事業を実施した。

事業評価

今後の施策の方向性

２　文化財の保護・活用

（１）文化財の保護

点検評価調書

Ａ

Ｂ

Ⅲ．心に豊かさをもたらす文化の保護と振興を図る[文化芸術]

Ａ

　道作古墳群をはじめとした史跡等の整備・管理に努め、その活用について引き続き具
体的に取り組んでいく必要がある。また、文化財保護と活用に向けた各種基礎調査を継
続して実施し、成果の公表に向けた準備が課題となる。
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２　文化財の保護・活用

点検評価調書

Ⅲ．心に豊かさをもたらす文化の保護と振興を図る[文化芸術]

事　　　　　　　　業 事業内容（令和２年度目標） 令和２年度実績

①文化財の活用事業 ○有形文化財、史跡及び天然記念
  物の活用

○民具の収集・公開事業を実施した。

○無形民俗文化財の公開 ○指定無形民俗文化財の公開について、事業の周
　知・支援を行った。また、指定無形民俗文化財
　映像記録ＤＶＤの貸出を行い、地域での伝承や
　教育に活用した。

○埋蔵文化財の活用 ○ＮＰＯ法人小林住みよいまちづくり会と協働
　で、道作古墳見学会を実施した。

事業評価

②印旛歴史民俗資料館運営
  事業

○市域の考古，歴史，民俗等の資料
　の収集・保管・調査・研究及び成
　果の公表

○資料の寄贈２件
　収蔵・展示環境調査を実施し、資料の保管環境
  の維持に努めた。
　民俗行事調査２件および埴輪資料の調査整理を
  実施し，研究紀要第３号を刊行した。

○常設展示及び企画展示の実施 ○常設展示
　主に印旛地区の民俗，考古，歴史資料を展示
　し、市内無形民俗文化財映像記録の視聴を実施
　した。
　開館日数２４３日、来館者数７４０人。

○講座及び体験型事業の実施 ○資料館講座「印旛の埴輪を読み解く―埴輪工人
　集団の実像に迫る―」を開催し、１７人が参加
　した。
○体験講座「埴輪（はにわ）をつくろう」、「注
　連縄（しめなわ）づくり」を開催し、計５６人
　が参加した。

事業評価

③郷土資料の収集・保存・展
　示

○分散化した歴史的資料の集約化の
　検討

○考古資料や民具などの歴史的資料を収集する際
　に資料の集約化に努めた。

事業評価

④観光事業等の連携による文
　化財の活用

○地域の文化財への理解の推進 ○道作１号墳の見学会を実施し、地域文化財への
　理解を深めるとともに、吉高の大桜の保存・活
　用の推進に努めた。

事業評価

今後の施策の方向性

Ａ

Ａ

　計画どおりに事業を実施できた事業については、文化財の活用について効果があった
ので施策の目的を達成するため事業を継続する。
　市域の文化財資料の調査・収集を継続的に実施するとともに、分散化した資料の保管
方法と多様な活用方法を検討していく必要がある。

Ａ

Ａ

（２）文化財の活用
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３　市史編さん事業の推進

事　　　　　　　　業 事業内容（令和２年度目標） 令和２年度実績

①市史編さん事業 ○市史刊行に向けた資料収集・調査
　等の実施

○編集会議２回　中世部会１回　近世部会１回
　近現代部会４３回　文書筆耕１０点　資料編近現
　代１編集刊行作業

○市史講座等の実施 ○新型コロナウィルス感染症の影響により中止し
　た。

○市史の刊行 ○印西市史資料編近現代1を刊行した。

○市史刊行物の頒布 ○１５９冊

事業評価

今後の施策の方向性

事　　　　　　　　業 事業内容（令和２年度目標） 令和２年度実績

①地域史料の保存及び活用 ○木下交流の杜歴史資料センターの
  管理・運営

○開館日数２４３日　来所者数２，０８０人
○展示事業　常設展示（年間）

○古文書等の調査及び収集 ○市内所在古文書の収集　２件（松崎、発作）

○古文書等の整理及び保存活用 ○保管している古文書等の整理を行った

事業評価

②歴史公文書の収集，整理
  保管

○歴史公文書の引継、整理保管 ○移管文書２７箱　令和２年度引継件数６５１件
　保管総数　４２，２４６点

事業評価

今後の施策の方向性

事業を継続するとともに、資料の整理をすすめ、資料の活用を図る。

（１）市史編さん事業の推進

Ａ

点検評価調書

Ａ

Ⅲ．心に豊かさをもたらす文化の保護と振興を図る[文化芸術]

　事業実施体制の充実を図り、引き続き市史刊行計画に沿って、施策の目的を達成するた
め事業を継続する。

（２）地域史料の保存と活用

Ａ
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担当課・係

指　標　名
現況値

（平成28年度）

目標値

（令和３年度）

実　績

（令和２年度）
説　　　明

市民アカデミー参加

人数（人）
55 60 －

新型コロナウイルス感染症の影響により、

休止とした。

生涯学習ガイドの掲

載数
392 350 282

新型コロナウイルス感染症の影響により、

掲載数が減少した。

出前講座利用回数

（回）
83 14

新型コロナウイルス感染症の影響により、

利用数が減少した。

出前講座利用者人数

（人）
1,764 381

新型コロナウイルス感染症の影響により、

利用者数が減少した。

基本目標の取組概要 ・市民アカデミーや出前講座を通じて、生涯学習ボランティアなどの人材育成に努める。

リーディング施策１　循環型生涯学習のための基盤づくり

≪令和２年度　主な取り組み≫

＊学びの交流により地域の良さや魅力を再発見、再認識し、市内外に発信します。

＊大学や企業と連携し、地域社会と連携した学びのの交流を充実させます。

＊2020年オリンピック・パラリンピック東京大会を通じて、子どもから高齢者まですべての市民のスポーツや健康

　に対する関心を高めます。

＊2020年オリンピック・パラリンピック東京大会を通じて、学校教育を含め、学びの交流を進めます。

＊2020年オリンピック・パラリンピック東京大会キャンプ地誘致を通じて、海外チームと市民や学生とのスポー

　ツ、文化などの交流を推進します。

生涯学習課　推進係

方　向　性
・市民の生涯学習、生涯スポーツ、文化芸術の学習や活動の成果を人づくり・地域づくりに

    活かす仕組みを構築する。

令和２年度の

実施内容

・市民アカデミーについては受講生が市民活動団体に加入したり、自ら団体を組織できるよ

　うなプログラムを実施する予定だったが、新型コロナウイルス感染症の影響により、令和

　２年度は休止とした。コロナ禍においても実施できる学習支援として「印西市民アカデ

   ミーだより＋」を２６号発行し，HP上で公開した。

・生涯学習ガイドを発行するとともに、市ホームページに掲載した。講師、指導者、講座情

　報の募集を広報、ホームページに掲載及び公民館にて配付を行い、掲載情報の充実に努め

　た。

・令和２年度出前講座のメニューを作成し、各施設に配付及び広報いんざい、市ホームペー

　ジに掲載を行うなど利用者の拡充に努めたが、新型コロナウイルス感染症の影響により、

　例年より利用者が減少した。

●教育振興基本計画上の数値目標

●目標の達成度

●市民アカデミーは新型コロナウイルス感染症の影響により休止としたが、卒業生が市民団体を立ち上げたり、参

　加したりなど、事業の成果があらわれてきており、施策の進捗が認められる。

●市の広報やホームページなどで生涯学習ガイドに掲載する情報の募集を行い、情報の充実を図った。引き続き掲

　載内容の充実に努めつつ事業を継続する。

●出前講座は新型コロナウイルス感染症の影響により利用数が減少した。今後についても引き続き周知を行い、満

　足感の高いものになるよう取り組む。
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担当課・係

指　標　名
現況値

（平成28年度）

目標値

（令和３年度）

実　績

（令和２年度）
説　　　明

木下地区歴史講座

参加人数（人）
52

第１回9/20：19人、第２回10/18：16人、

第３回11/15：17人

古墳見学会（人） 52
春は新型コロナウィルス感染症拡大防止の

ため中止し秋のみ実施した

令和２年度の

実施内容

・木下まち育て塾と協働で、木下地区歴史講座を実施した。

・小林住みよいまちづくり会と協働で、道作古墳群歴史広場の整備や古墳見学会を実施し

　た。

●教育振興基本計画上の数値目標

●目標の達成度

●コロナ禍のため例年より実施回数を減らしたが、各回は多数の参加があり、学習を深めることができた。

基本目標の取組概要 ・地域の生涯学習、生涯スポーツ、文化芸術の活動や人材の情報共有や交流を進める。

リーディング施策１　循環型生涯学習のための基盤づくり

≪令和２年度　主な取り組み≫

＊学びの交流により地域の良さや魅力を再発見、再認識し、市内外に発信します。

＊大学や企業と連携し、地域社会と連携した学びのの交流を充実させます。

＊2020年オリンピック・パラリンピック東京大会を通じて、子どもから高齢者まですべての市民のスポーツや健康

　に対する関心を高めます。

＊2020年オリンピック・パラリンピック東京大会を通じて、学校教育を含め、学びの交流を進めます。

＊2020年オリンピック・パラリンピック東京大会キャンプ地誘致を通じて、海外チームと市民や学生とのスポー

　ツ、文化などの交流を推進します。

生涯学習課　文化係

方　向　性
・市民の生涯学習、生涯スポーツ、文化芸術の学習や活動の成果を人づくり・地域づくりに

　活かす仕組みを構築する。
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担当課・係

指　標　名
現況値

（平成28年度）

目標値

（令和３年度）

実　績

（令和２年度）
説　　　明

公民館及び中央駅前地域

交流館定期利用団体数
225団体 230団体 218団体

新規に活動する団体もあったが、構成員の高齢化や新

型コロナウイルス感染症の影響により活動を取りやめ

る団体もあった。

公民館及び中央駅前地域

交流館の年間利用者数
234,293人 235,000人 87,125人

新型コロナウイルス感染症の影響により事業や貸館の

中止、利用者の利用自粛により減少した。

令和２年度の

実施内容

・新型コロナウィルス感染症の影響により、９月までの主催事業が中止となり、１０月以降

　においても内容の見直しや定員を減らしての実施となった。

・公民館及び地域交流館で合計３０事業を実施した。

●教育振興基本計画上の数値目標

●目標の達成度

●新型コロナウイルス感染症の影響により、事業の中止・内容の見直しや定員の削減等を行ったため、目標を下回

　る結果となった。

●今後も事業内容を精査し、市民ニーズや社会的課題をとらえた事業や地域の特色を生かした事業の実施を計画し

　ていく。

基本目標の取組概要 ・地域の生涯学習、生涯スポーツ、文化芸術の活動や人材の情報共有や交流を進める。

リーディング施策１　循環型生涯学習のための基盤づくり

≪令和２年度　主な取り組み≫

＊学びの交流により地域の良さや魅力を再発見、再認識し、市内外に発信します。

＊大学や企業と連携し、地域社会と連携した学びのの交流を充実させます。

＊2020年オリンピック・パラリンピック東京大会を通じて、子どもから高齢者まですべての市民のスポーツや健康

　に対する関心を高めます。

＊2020年オリンピック・パラリンピック東京大会を通じて、学校教育を含め、学びの交流を進めます。

＊2020年オリンピック・パラリンピック東京大会キャンプ地誘致を通じて、海外チームと市民や学生とのスポー

　ツ、文化などの交流を推進します。

生涯学習課　各公民館　中央駅前地域交流館

方　向　性
・市民の生涯学習、生涯スポーツ、文化芸術の学習や活動の成果を人づくり・地域づくりに

　活かす仕組みを構築する。
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担当課・係

指　標　名
現況値

（平成28年度）

目標値

（令和３年度）

実　績

（令和２年度）
説　　　明

地域ぐるみさわやかコミュニ

ティ推進事業実施中学校区数
6

安全パトロール、声かけ運動等の事業を地

域の団体が連携協力し学校とともに活動し

た。

放課後子ども教室

参加児童数（人）
70 90 －

新型コロナウイルス感染症の影響により中

止したため。

基本目標の取組概要
・さわやかコミュニティ地域推進会議などを活用し、学校との連携を推進する。

・放課後子ども教室

リーディング施策１　循環型生涯学習のための基盤づくり

≪令和２年度　主な取り組み≫

＊学びの交流により地域の良さや魅力を再発見、再認識し、市内外に発信します。

＊大学や企業と連携し、地域社会と連携した学びのの交流を充実させます。

＊2020年オリンピック・パラリンピック東京大会を通じて、子どもから高齢者まですべての市民のスポーツや健康

　に対する関心を高めます。

＊2020年オリンピック・パラリンピック東京大会を通じて、学校教育を含め、学びの交流を進めます。

＊2020年オリンピック・パラリンピック東京大会キャンプ地誘致を通じて、海外チームと市民や学生とのスポー

　ツ、文化などの交流を推進します。

生涯学習課　推進係　　

方　向　性

・学校教育において必要な活動を学校と地域・家庭が連携・協力する仕組みを構築する。

・本市独自の生涯学習社会の構築のために、学校との連携を強化し、人づくり・地域づくり

　を推進する。

令和２年度の

実施内容

・地域ぐるみさわやかコミュニティ推進事業としては、バザー等の一部事業は新型コロナウ

　イルス感染症の影響により中止となったが、感染症対策を講じたうえで、安全パトロール

　や声かけ運動などを地域・学校が連携協力し実施した。

・放課後子ども教室は新型コロナウイルス感染症の影響により中止した。

●教育振興基本計画上の数値目標

●目標の達成度

●新型コロナウイルス感染症の影響により中止となった事業もあったことから、新しい生活様式の中での事業を検

　討していく必要がある。
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担当課・係

指　標　名
現況値

（平成28年度）

目標値

（令和３年度）

実　績

（令和２年度）
説　　　明

家庭教育学級参加者

数（人）
3,692 3,800 554

新型コロナウイルス感染症の影響により、

参加者が減少した。

令和２年度の

実施内容

　必修２７学級、学年８学級、計３５学級を開設し、各幼稚園・各学校において講座を開催し

た。新型コロナウイルス感染症の影響により、一部講座が中止となったが、一方でコロナ禍で

も開催できる方法としてオンライン上で講座を行うなど工夫して実施した学級もあった。

●教育振興基本計画上の数値目標

●目標の達成度

●新型コロナウイルス感染症の影響により、講座に参加する保護者が減少したため、今後はコロナ禍であっても開

　催・参加できるような事業形態を検討していく必要がある。

基本目標の取組概要
・学校教育や生涯学習と連携しながら「知」「徳」のライフステージに合わせた学びを充実

　させる。

リーディング施策２　市民のだれもがいきいき暮らすための「知・徳・体の総合型教育」の推進

≪令和２年度　主な取り組み≫

＊学びの交流により地域の良さや魅力を再発見、再認識し、市内外に発信します。

＊大学や企業と連携し、地域社会と連携した学びのの交流を充実させます。

＊2020年オリンピック・パラリンピック東京大会を通じて、子どもから高齢者まですべての市民のスポーツや健康

　に対する関心を高めます。

＊2020年オリンピック・パラリンピック東京大会を通じて、学校教育を含め、学びの交流を進めます。

＊2020年オリンピック・パラリンピック東京大会キャンプ地誘致を通じて、海外チームと市民や学生とのスポー

　ツ、文化などの交流を推進します。

生涯学習課　推進係

方　向　性

・市民一人ひとりが、生活の質の向上と健やかな心と体を育む学びを推進する。

・「知」「徳」「体」の学習を充実させるため、学校教育と連携しながら、生涯学習、生涯

　スポーツ、文化芸術の各分野のライフステージに合わせた学びを充実させる。
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担当課・係

指　標　名
現況値

（平成28年度）

目標値

（令和３年度）

実　績

（令和２年度）
説　　　明

市民文化祭体験会参

加者（人）
595 1,200 275

オンライン市民文化祭へ275点が出品さ

れ、計5,662回視聴された。

基本目標の取組概要 ・地域に根ざした文化芸術活動を充実させる。

リーディング施策２　市民のだれもがいきいき暮らすための「知・徳・体の総合型教育」の推進

≪令和２年度　主な取り組み≫

＊学びの交流により地域の良さや魅力を再発見、再認識し、市内外に発信します。

＊大学や企業と連携し、地域社会と連携した学びのの交流を充実させます。

＊2020年オリンピック・パラリンピック東京大会を通じて、子どもから高齢者まですべての市民のスポーツや健康

　に対する関心を高めます。

＊2020年オリンピック・パラリンピック東京大会を通じて、学校教育を含め、学びの交流を進めます。

＊2020年オリンピック・パラリンピック東京大会キャンプ地誘致を通じて、海外チームと市民や学生とのスポー

　ツ、文化などの交流を推進します。

生涯学習課　文化係

方　向　性 ・市民一人ひとりが、生活の質の向上と健やかな心と体を育む学びを推進する。

令和２年度の

実施内容

・コロナ禍により、通常実施している市民文化祭は開催できなかったが、オンライン市民文

　化祭を開催した。その中で子どもたちの芸術作品・芸術活動の発表を行い、多くの視聴を

　得た。

・また、芸術文化協会補助金を交付するとともに、指定文化財管理等経費補助金として無形

　民俗文化財５団体、有形文化財４団体、史跡２団体、天然記念物１団体１個人に補助を行

　い、文化芸術活動の振興を図った。

●教育振興基本計画上の数値目標

●目標の達成度

●文化祭参加者数は例年を下回ったものの、コロナ禍において文化芸術活動の発表の機会を確保し、市内外の多く

　の視聴を得て、文化芸術の振興を図ることができた。
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担当課・係

指　標　名
現況値

（平成28年度）

目標値

（令和３年度）

実　績

（令和２年度）
説　　　明

1000ヵ所ミニ集会の

開催
全小中学校

6回

（8小中学校）

新型コロナウイルス感染症防止のため縮

小

さわやかハートフル

コンサートの開催
３日間５公演 中止 新型コロナウイルス感染症防止のため中止

小学校芸術鑑賞教室

の開催
１日間２公演 中止 新型コロナウイルス感染症防止のため中止

基本目標の取組概要 ・子どもの頃から文化芸術に親しむ機会を増やす。

リーディング施策２　市民のだれもがいきいき暮らすための「知・徳・体の総合型教育」の推進

≪令和２年度　主な取り組み≫

＊学びの交流により地域の良さや魅力を再発見、再認識し、市内外に発信します。

＊大学や企業と連携し、地域社会と連携した学びのの交流を充実させます。

＊2020年オリンピック・パラリンピック東京大会を通じて、子どもから高齢者まですべての市民のスポーツや健康

　に対する関心を高めます。

＊2020年オリンピック・パラリンピック東京大会を通じて、学校教育を含め、学びの交流を進めます。

＊2020年オリンピック・パラリンピック東京大会キャンプ地誘致を通じて、海外チームと市民や学生とのスポー

　ツ、文化などの交流を推進します。

指導課

方　向　性

・市民一人ひとりが、生活の質の向上と健やかな心と体を育む学びを推進する。

・「知」「徳」「体」の学習を充実させるため、学校教育と連携しながら、生涯学習、生涯

　スポーツ、文化芸術の各分野のライフステージに合わせた学びを充実させる。

令和２年度の

実施内容

・各小中学校では、学校ホームページを活用し学校の取組や児童生徒の生活の様子を積極的

　に発信した。また，新型コロナウイルス感染拡大防止のため学校参観や1000か所ミニ集会

　は縮小したが、各学校の実態に応じて、できる範囲の中で実施し家庭や地域の連携・協力

　に努めた。

・小学校５年生、中学校代表生徒及び音楽系部活動を対象に、日頃の音楽活動の成果を発表

　し、鑑賞し合う場としてさわやかハートフルコンサートを予定していたが、新型コロナウ

　イルス感染症予防の観点から中止した。

・小学校６年生を対象に、狂言や落語などの古典芸能に触れる鑑賞教室を開催を予定したが

　新型コロナウイルス感染予防の観点から中止した。延べ２日間３公演でおよそ１,１００名

　以上の児童の参加を予定し、伝統芸能についての理解に努め、それらを尊重する態度の育

　成を図る予定であった。

●教育振興基本計画上の数値目標

●目標の達成度

●新型コロナウイルス感染予防のため実施できなかったものが多く、例年どおりの実績には至らなかった。
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担当課・係

指　標　名
現況値

（平成28年度）

目標値

（令和３年度）

実　績

（令和２年度）
説　　　明

オリ・パラ教室の開

催
０校 ９校 シティプロモーション課との連携

基本目標の取組概要
・2020年オリンピック・パラリンピック東京大会を通じて、子供から高齢者まですべての市

　民のスポーツや健康に対する関心を高める。

リーディング施策２　市民のだれもがいきいき暮らすための「知・徳・体の総合型教育」の推進

≪令和２年度　主な取り組み≫

＊学びの交流により地域の良さや魅力を再発見、再認識し、市内外に発信します。

＊大学や企業と連携し、地域社会と連携した学びのの交流を充実させます。

＊2020年オリンピック・パラリンピック東京大会を通じて、子どもから高齢者まですべての市民のスポーツや健康

　に対する関心を高めます。

＊2020年オリンピック・パラリンピック東京大会を通じて、学校教育を含め、学びの交流を進めます。

＊2020年オリンピック・パラリンピック東京大会キャンプ地誘致を通じて、海外チームと市民や学生とのスポー

　ツ、文化などの交流を推進します。

指導課

方　向　性
・「知」「徳」「体」の学習を充実させるため、学校教育と連携しながら、生涯学習、生涯

　スポーツ、文化芸術の各分野のライフステージに合わせた学びを充実させる。

令和２年度の

実施内容

・順天堂大学と連携し、オリンピック・パラリンピックについての講演や競技の体験活動を

　通して、市内小中学校におけるオリンピック・パラリンピック教育を推進した。

●教育振興基本計画上の数値目標

●目標の達成度

●新型コロナウイルス感染症予防のため予定の変更はあったが実施することができた。達成度については、目標値

　の設定がないため判断しかねるが、昨年度の実績を下回っている。
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‐ 51 ‐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 評価のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



‐ 52 ‐ 

（１）評価内訳 
  
基本目標における主な取り組み毎の評価内訳は，以下のとおり。 
 
※ 評価基準 
Ｓ…事業の目標が達成され，計画以上の効果が認められる。 
Ａ…事業の目標が概ね達成され，効果が認められる。 
Ｂ…目標が一部達成できなかった。 
Ｃ…目標が未達成の事業であり，効果がほとんど認められない。 

  －…新型コロナウイルス感染症対策等のため，事業が実施できず，評価
できなかった。 

 
各事業の事業内容（令和２年度目標）に対し，進捗，達成度を総合的に判

断し，Ｓ～Ｃの４段階の基準において自己評価しました。なお，新型コロナ
ウイルス感染症対策等のため，実施できず，評価できなかった事業は，－と
しました。 

 
  
 Ⅰ．生きる力を持ち未来を拓く子どもを育む〔学校教育〕 
 

 １ 学ぶ力、豊かな心、健やかな体を育む教育の推進 
  

（１）学ぶ力を育む教育の充実  

①個性や能力を伸ばす教育の推進 Ａ 

②確かな学力を育むための研修の充実 Ｂ 

③教育課題への指導・支援の充実 Ａ 

④幼児教育の充実 Ａ 

⑤読書活動の推進 Ａ 

⑥国際理解教育の推進 Ｂ 
⑦特別支援教育の推進 Ａ 

⑧キャリア教育の推進 Ｂ 

（２）豊かな心を育む教育の充実 

①情報教育の充実 Ａ 

②体験活動の充実 Ｂ 

③郷土愛を育む教育の推進 Ａ 

④きめ細やかな教育支援の推進 Ａ 

（３）健やかな体を育む教育の充実 

①学校体育の充実 Ａ 

②学校保健衛生の充実 Ｂ 

（４） 学校給食の充実 
 

①学校給食の充実 Ｂ 
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 ２ 安全で安心できる教育環境づくり 
   

（１） 教育環境整備の充実 

①学校・幼稚園施設の充実 Ａ 
②就学援助の充実 Ａ 

（２）学校の適正規模・適正配置の推進 

①学校の適正規模・適正配置の推進 Ａ 

（３）学校安全の推進 
 

①安全教育の充実 Ａ 

（４）開かれた学校づくり 

５ 学校情報公開と地域の連携 Ａ 

（５）情報化社会に対応した教育の推進 

①教育関係資料の収集・活用・教育広報 Ａ 

②情報教育及びＩＣＴ活用の推進 Ａ 
 
 
Ⅱ．生涯を通して学びスポーツに親しめる環境づくりを推進する 

                    〔生涯学習・生涯スポーツ〕 
 

１ 年齢にとらわれずにいきいきと暮らすための生涯学習活動 
  

（１）生涯学習情報の充実  

①生涯学習ガイドの発行 Ｂ 

（２）多様な学習機会の提供 

①市民アカデミーの充実 Ｂ 

②公民館・地域交流館主催事業の充実 Ｂ 

③図書館サービスの充実 Ａ 

④生涯学習まちづくり出前講座の充実 Ｂ 

（３）生涯学習環境の整備・充実 

① 生涯学習環境の整備・充実 Ａ 

（４） 高等教育機関等の連携・協力  

①産学官民の連携・協力 － 

②社会教育関係団体の支援 Ｂ 
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 ２ 地域で子どもたちを守り育てる環境づくり 
   

（１） 青少年の健全育成活動の推進 

①「こども 110 番の家」の推進 Ｂ 

②青少年健全育成大会の実施 － 

③地域ぐるみさわやかコミュニティ推進事業の充実 Ｂ 

④放課後子ども教室の実施 － 

⑤成人記念式典の実施 － 

⑥子ども読書活動の推進 Ａ 

（２）家庭教育の推進 

① 家庭教育学級の充実 Ｂ 
 
Ⅲ．心に豊かさをもたらす文化の保護と振興を図る〔文化芸術〕 

 

 １ 創造性を育む文化芸術活動の推進・継承 
   

（１） 文化芸術に触れる機会の拡大 

①文化・芸術事業の充実 － 

（２）市民の自主的な活動の支援 

①文化芸術活動の支援 Ｓ 

②地域文化活動の支援 Ａ 

（３）子どもをはじめとする次世代の育成 

① 子どもたちの文化芸術活動の充実 － 

② 芸術文化活動を支える人材育成の推進 － 
 
２ 文化財の保護・活用 
   

（１）文化財の保護 

①指定文化財保護事業 Ａ 

②文化財基礎調査事業 Ａ 

③埋蔵文化財の保護事業 Ｂ 

（２）文化財の活用 

①文化財の活用事業 Ａ 

②印旛歴史民俗資料館運営事業 Ａ 

③郷土資料の収集・保存・展示 Ａ 

③ 観光事業等の連携による文化財の活用 Ａ 
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３ 市史編さん事業の推進 
  

（１）市史編さん事業の推進  

①市史編さん事業 Ａ 

（２）地域資料の保存と活用  

①地域資料の保存及び活用 Ａ 

② 歴史公文書の収集、整理保管 Ａ 
   
 
（２）施策別評価 
 施策別の主な事業の評価数は以下のとおり 

番
号 

基本目標 
主 な 

施策数 

主 な 

取り組

み数 
事業数 

事業の評価数 

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ － 

Ⅰ 

生きる力を持ち未来を拓く

子どもを育む 

〔学校教育〕 

２ ９ ２２ ０ １６ ６ ０ ０ 

Ⅱ 

生涯を通して学びスポーツ

に親しめる環境づくりを推

進する 

〔生涯学習・生涯スポーツ〕 

２ ６ １５ ０ ３ ８ ０ ４ 

Ⅲ 

心に豊かさをもたらす文化

の保護と振興を図る 

〔文化芸術〕 

３ ７ １５ １ １０ １ ０ ３ 

計 ７ ２２ ５２ １ ２９ １５ ０ ７ 

 

（３）学識経験者の知見の活用 

  「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２６条第２項には、事務

事業の点検及び評価を実施するに当たっては、教育に関し学識経験を有する

方の知見の活用を図ることが定められております。 

  このため、印西市教育委員会では事務事業が適切に実施されているか、点

検評価委員２名から書面で意見をいただいております。 
※敬称略 

分  野 氏  名 役  職 

学 校 教 育 分 野 井 上 愛一郎 聖徳大学教授 

生 涯 学 習 分 野 板 倉    脩 
元社会教育指導員 

元家庭教育指導員 
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《学校教育分野》 評価者：井上愛一郎委員 

 令和２年度学校教育分野に係る点検評価については、どの項目も「実績」「事業評価」

「今後の施策の方向性」が的確に記載されていると思います。多くの項目で事業評価「Ａ」

と優れた結果を出していますが、新型コロナウイルス感染症対策により未実施あるいは縮

小した事業があることから、今後工夫を図っていく必要があるものと考えます。 

 

Ⅰ．生きる力を持ち未来を拓く子どもを育む 

１ 学ぶ力、豊かな心、健やかな体を育む教育の推進 

（１）学ぶ力を育む教育の充実 

① 漢字級別認定テストや計算力認定テストは、前年度より受験する児童が増加してい

ることから、テストが認知され定着してきていることを感じます。テストと児童の

基礎学力や学習意欲との相関関係を明らかにすることにより、児童の自ら学ぶ力が

さらに向上することを期待します。 

学校支援ボランティアや学生ボランティアの活用については、児童生徒の学習支援

に大きく寄与していることから、今後も充実させてほしいと思います。 

② 教職員を対象とした各種研修会は、一人一人の教職員の指導力を高め、児童生徒の

確かな学力を育むためには必須の事業であると考えます。今年度はコロナ感染症に

より事業を縮小あるいは中止していますが、オンラインでの実施も含め工夫が必要

かと思います。 

③ 教育課題の調査・研究・開発については、今年度は千葉県標準学力検査の結果分析

や教材開発等が行われています。各教科の教育課題を解決するため、日々授業を実

践している教職員が活用できる教材や指導法の開発をさらに進めてほしいと思いま

す。 

④ 幼稚園に配置している補助教員や支援員は、幼児の安全安心を保障しそのニーズに

きめ細かく対応するために必要な人材であることから、今後も配置を充実させてほ

しいと思います。なお、幼児教育充実のために計画していた事業のいくつかがコロ

ナ感染症のため中止となっていることから、今後工夫が必要かと思います。 

⑤ 読書活動推進のため重要な役割を担うのが学校司書であると考えます。配置につい

ては昨年より増員となっています。連絡会を充実させ、学校司書の指導力向上に努

めてほしいと思います。 

⑥ 外国語教育充実のため、ALT や英語教育コーディネーターの配置を充実させていると

思います。児童生徒のコミュニケーション能力や学習意欲の向上に大きく寄与して

いることから、今後も配置を充実させてほしいと思います。 

⑦ 特別支援体制の充実に向けて、学習指導員や介助員の配置は極めて重要であること

から、今後も継続した配置をお願いしたいと思います。共生社会の実現に向けて、

インクルーシブ教育体制の整備（健常児の指導等）の充実を一層図っていくことを

期待します。 

⑧ キャリア教育については，コロナ感染症の影響で体験活動等が中止になっています。

学齢期はキャリア形成に重要な時期であることから，代替の取組を工夫する必要が

あるものと考えます。 
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（２）豊かな心を育む教育の充実 

① 情操教育の充実については、いじめ防止対策委員会が設置・開催されるなど、子ど

も達を守るための組織的な取組が行われてきています。一方、芸術文化体験事業や

体験活動推進のためのいくつかの事業がコロナ感染症により中止となっていること

から、今後実施を工夫することが望まれます。 

② 不登校やいじめなどの悩みを抱える児童生徒の居場所として、適応指導教室が有効

に機能していることがうかがえます。関係機関と連携し、専門家の支援による相談

体制を構築する中で、様々な悩みを抱える児童生徒を救えることを期待します。 

 

（３）健やかな体を育む教育の充実 

① 学校体育の充実に向けて、体育主任会議や授業改善のための指導を始め様々な事業

が展開されています。小学校駅伝競走大会は、児童にとって励みや目標になってい

ることから、コロナ禍での工夫した取組を期待します。 

運動部活動の充実に係る指導者の派遣や補助金交付事業は、関係生徒や保護者にと

って有益であることから、今後も継続・充実を図ってほしいと思います。 

② 学校保健衛生については、コロナウイルス感染症対応に追われた年度だったのでは

ないでしょうか。コロナ禍でも工夫して事業を実施していることがうかがえます。 

健康教育に関する授業、小児生活習慣病予防や口腔衛生関係の事業については、中

止あるいは縮小となっていることから、今後工夫した取組を期待します。 

 

（４）学校給食の充実 

① 食に関する指導については、栄養教室や小児生活習慣病予防教室がコロナ感染症の

影響で中止になったことから、代替の事業を工夫する必要があるものと考えます。 

② 学校給食の充実については、食物アレルギー対応給食の提供が始まりました。今後

も地産地消を推進するとともに、安全安心な学校給食を安定的に提供するため給食

センターの維持管理及び整備を計画的にお願いしたいと思います。 

 

２ 安全で安心できる教育環境づくり 

（１）教育環境整備の充実 

① ニュータウン地区における児童生徒の急増に対応するため、校舎の増築工事が進め

られています。児童生徒数の推移を注視するとともに、学校適正規模・適正配置基

本方針との関連を図りながら、計画的な事業の実施をお願いしたいと思います。 

② 就学援助については適切に実施され、児童生徒及び家庭の大きな助けになっている

と思います。必要な家庭がもれなく制度を活用できるよう周知の徹底をお願いしま

す。 

 

（２）学校の適正規模・適正配置の推進 

① 印西市学校適正規模・適正配置基本方針に基づき、船穂小学校及び本埜中学校につ

いては、お知らせの配付等で適正配置の取組が進められています。両校とも児童生
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徒数の減少により適正規模から大きく離れた状況にあるため、コロナ禍とは言え保

護者や地域住民の理解が得られるよう事務局の取組を期待します。 

 

（３）学校安全の推進 

① 印旛管内で痛ましい交通事故が発生したことからも、安全教育の充実や通学路の安

全確保は喫緊の課題であると考えます。コロナ感染症により中止となった交通安全

教室も含め、事業内容の見直しを図る必要があるものと考えます。 

② 近年の異常気象により、これまでの対応や経験が役に立たない事例が発生していま

す。学校安全に関する計画やマニュアル、自然災害対応に関する安全指導について

見直しが必要な時期にあると思います。 

 

（４）開かれた学校づくり 

① 各学校がホームページを活用して、積極的に学校情報を発信していることがうかが

えます。ホームページによる情報発信はますます重要度を増すものと考えますので、

学校差が出ないよう支援をお願いしたいと思います。 

② 地域人材については、読み聞かせやキャリア教育等で活用が図られています。地域

人材の活用は学校教育を活性化させる一助となることから、様々な領域での積極的

な活用が望まれます。 

 

（５）情報化社会に対応した教育の推進 

① コロナ禍において ICT 活用の推進はますます重要度を増すものと考えます。学校差

や教員差は児童生徒の不利益につながることから、まずは教職員の研修を充実させ

てほしいと思います。 

② 教育資料の収集・活用・提供は、教職員の授業力を向上させる方策の一つであると

考えます。教職員が活用しやすい提供体制を整備することが望まれます。 
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《生涯学習分野》 評価者：板倉脩委員 

どの項目についても令和２年度の実績について的確な「施策評価」「評価理由」「今後

の課題」が記されています。 

令和２年度は、各事業の実施状況を見ても大変に厳しい１年であったと思います。コ

ロナ禍で実施できない事業が多くある中、Ａ評価が 12 項目と多く認められた事は担当者

の創意工夫と努力の結果であると思います。 

 

Ⅱ．生涯を通して学び、スポーツに親しめる環境づくりを推進する 

1 年齢にとらわれずにいきいきと暮らすための生涯学習活動 

（１）生涯学習情報の充実  

① 生涯学習ガイドの発行 

発行部数 169 部と昨年度の６割程の部数となっていますが、昨年度の利用実績から

考慮して適当な部数と考えます。今年度発行の「生涯学習ガイド」も市民の要望に

応え、幅広い情報を基に丁寧に作成されており、どの年代の人にとっても読みやす

く利用しやすいと思われます。更に多くの市民が手にすることができるように、集

会や会議等での啓発活動を試みることや、多くの市民が利用する様々な施設への配

布を進めて頂きたいと思います。市のホームページへの掲載は良い取り組みと考え

ます。 

 

（２）多様な学習機会の提供 

① 市民アカデミーの充実 

新型コロナウイルス感染症の影響により、事業の中止は残念でしたが、やむを得な

いことと思われます。 

 

② 公民館・地域交流館主催事業の充実 

コロナ禍でもそれぞれの館が工夫して事業を進めていることがわかります。参加人

数は減少していますが、市民の要望には応えられたのではないかと思います。 

地域住民のニーズを得るためにアンケートを取ることや他市町の情報を得ることは

今後も必要なことと思います。集客数を見ながら講座の変更や定員数の調整は考え

ていくべきと考えます。 

 

③ 図書館サービスの充実 

コロナ禍でありながら、延べ 18 万人近くの利用者がいることは市民の図書館利用へ

の強い思いの表れであり、約 62 万点の資料貸し出しを行っていることは図書資料の

充実と職員の努力の結果と思います。 

今後も魅力ある図書館、利用したくなる図書館への努力をお願いします。 

 

③  生涯学習まちづくり出前講座の充実 

新型コロナウイルス感染症の影響で受講数が減少しましたが、新型コロナウイルス

感染症の流行が収まることで、事業の認知度の高まりとともに利用が伸びていくと



‐ 60 ‐ 

思います。また、より専門的な知識を得たいと考える市民も増えてくると思います

ので、研究・調査をして講師として出向くことは大変なことと思いますが、継続と

充実を願っています。 

 

（３）生涯学習施設の整備・充実 

① 生涯学習施設の整備・充実 

文化ホール・大森図書館の大規模改修工事の完了は、私たち市民にとって大変に喜

ばしい事でした。今後も安全面、使いやすさを考え、継続的・計画的に公民館、地

域交流館、図書館の改修を進めていくようお願いします。 

計画的に「改修」「廃止」「新築」「合併新築」「他施設への移転」等考えることも必

要になってくると思います。 

先日、市内の図書館を利用しました。明るい感じで利用しやすさを感じました。職

員の対応も良かったです。 

 

（４）高等教育機関等の連携協力 

① 産学官民の連携・協力 

新型コロナウイルス感染症の影響で今年度中止になりましたが、専門的分野の知識

を得たい、活動をしたいという市民の声が増えてくると思います。今後も大学や企

業の協力を求めていくことが必要と思われます。 

 

③  社会教育関係団体の支援 

積極的に活動している社会教育団体への支援は、今後も必要です。 

市民アカデミー卒業生が市民団体を立ち上げていることは、素晴らしい事と思いま

す。更に広がりを見せるように支援をして頂きたいと思います。 

 

２ 地域で子どもたちを守り育てる環境づくり 

（１）青少年の健全育成活動の推進 

① 「こども１１０番の家」の推進 

子ども 1 1 0 番運営委員会の中止はやむを得ませんが、周知を図るための活動は必

要な事であったと思います。破損していたり、汚れたりしているステッカーも目に

しますので、交換も必要です。印西市の子供の事故・事件は少ないのは、取り組み

の効果の現れだと思います。また、不測の事態に備え保険に加入することは、必要

な取り組みです。 

 

② 青少年健全育成大会の実施 

中止は残念なことですが、やむを得ません。 

 

③ 地域ぐるみさわやかコミュニティ推進事業の充実 

地域のコミュニティ作りの一つの方法としては、有効な事業と考えます。 

実施可能な一部事業を実施した事は、事業の継続を考えると賢明であったと思いま
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す。コロナ禍での活動ですので、くれぐれも注意をして頂くようお願いします。 

 

④ 放課後子ども教室の実施 

中止は、子どもたちの体調を考えてのことであり、やむを得ません。 

 

⑤ 成人記念式典の実施 

式典の中止は、新型コロナウイルス感染予防の観点から、残念な事ではありますが、

賢明な処置であったと思います。 

新成人の意見発表や感謝の言葉を市のホームページに掲載したことは、市民に喜ば

れたことと思います。 

 

⑥ 子ども読書活動の推進 

コロナ禍の影響で、図書館での読み聞かせに参加する人数が減っています。全県的

な傾向だと思われます。学校での読み聞かせも同様の事と思いますが、学校で実施

している保護者が行う読み聞かせは、素晴らしい取り組みと考えます。 

図書館での読み聞かせは、子どもたちが本に親しみ、図書館を身近に感じるように

なる良い企画と思います。継続をお願いします。 

 

（２）家庭教育の推進 

① 家庭教育学級の充実 

時代を超えて重要な事業ですので、コロナ禍であっても 35 学級が開設されたこと

はよかったと思います。「新しい生活様式にあった講座の開催方法を検討」につい

ては、早めに行い各学級に報告をしていく必要があります。可能な事を実践し、必

要に応じ途中でも手直しを行い、各学級にあった開催方法にしていくことが大切で

あると考えます。 

 

Ⅲ．心に豊かさをもたらす文化の保護と振興を図る 

1 創造性を育む文化芸術活動の推進・継承 

（１）文化芸術に触れる機会の拡大 

① 文化芸術事業の充実 

日本の様々な文化・芸術に触れる機会を市民に与える事が文化ホールの存在価値で 

あると思います。事業広報の手段や方法について拡充・検討を行い、文化ホールの

役割を果たすべく事業の継続をお願いします。 

 

（２）市民の自主的な活動の支援 

① 文化芸術活動の支援 

オンラインでの市民文化祭の実施は、大変な苦労があったことと思いますが、多く

の方が喜ばれ、楽しんだことと思います。今後は、文化祭だけでなく、他の事業の

オンラインの活用も考えては如何でしょうか。 
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② 地域文化活動の支援 

市民の地域文化活動にはどのようなものがあるのか、市はどのような支援をしてい

るのかを多くの市民に向けて啓発活動をすることで、文化活動に目を向ける市民も

増えてくるのではないでしょうか。 

市民活動の発掘、活動支援の継続・充実をお願いします。 

 

（３）子どもをはじめとする次世代の育成 

① 子どもたちの文化芸術活動の充実 

実施できなかったことは残念でしたが、コロナ禍であり、やむを得ないと思います。 

 

② 芸術文化活動を支える人材育成の推進 

実施できなかったことは残念でしたが、コロナ禍であり、やむを得ないと思います。 

 

 

２ 文化財の保護・活用 

（１）文化財の保護 

① 指定文化財保護事業 

開発が進む中で指定文化財の調査・保護していくことは大変な事ですが、年に１～

２回の環境保全調査は必要と思われます。 

文化財所有者に対しての指導・助言や補助金の交付は、市の財産でもある文化財を

後世に残すためにも必要な事です。 

 

② 文化財基礎調査事業 

後世に仏像や石造物の形を変えずに残すことは大切なことです。作られた当時の人

の思いや願いを知る上で貴重な歴史資料だと思います。 

市民の見学しやすさについても考慮していただきたいと思います。 

 

③ 埋蔵文化財の保護事業 

調査、保護、活用等については、計画通りに実施されています。調査結果について

は、多くの市民に伝わるようお願いします。 

史跡等の整備管理については、難しい面も多くあると思いますが、十分な取り組み

を望んでいます。数年に一度でよいので史跡等の見回りをし、全ての史跡が見学で

きるようお願いします。 

 

（２）文化財の活用 

① 文化財の活用事業 

活用できる文化財は、活用してこそ価値があると思います。活用の内容や方法につ

いては、今後も検討し、市民によく伝わるようお願いします。  

無形民族文化財映像記録を地域での伝承や教育に活用した事は、素晴らしい取り組

みの一つです。道作古墳の発掘成果の周知は、今後も続けて欲しい事業です。 
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② 印旛歴史民俗資料館運営事業 

印旛歴史民俗資料館には、素晴らしい資料が数多く保管されています。 

資料館にある昔の民具等は、見学するだけでなく使用することで、保護する事の大 

切さを学ぶのではないかと思います。常設展示に多くの見学者が来ています。 

後世に伝えたい資料ですので、今後も展示の更新や見学者しやすい環境、興味を持

って体験出来るコーナー等の設置等を考えて欲しいと思います。 

 

③ 郷土資料の収集・保存・展示 

資料の集約化は、保全のために必要なことです。引き続き取り組みをお願いします。 

 

④ 観光事業等の連携による文化財の活用 

印西市には、歩いて巡る歴史探訪等のコースが多くありますので、観光事業との連

携も考えられます。 

観光事業の中に文化財の活用をどのように取り入れるのか、難しい課題だと思いま

す。一つの観光事業に連携できる文化財を考えたり、その逆を考えたりする等、様々

な方法があると思います。 

「分散化した資料の保管方法と多様な活用方法を検討していく」とありますが、大

切なことです。必要事項として取り組んで頂きたいです。 

 

３ 市史編さん事業の推進 

（１）市史編さん事業の推進 

① 市史編さん事業 

この事業については、企画から実施まで丁寧に行われています。事業内容や実績か

らみて地道に事業を推進していると思います。 

「印西市史資料編近代史 1」は詳しくまとめてあり、読み易い市史でした。 

より多くの人に読んで頂きたいと思います。項目ごとの市史にしても良いのではな

いかと思いました。 

 

（２）地域史料の保存と活用 

① 地域史料の保存及び活用 

古文書等の調査、収集、整理、保存については、史料の活用に向けて細かな仕事で、 

苦労は多いと思いますが、継続して行って頂きたいと思います。 

 

② 公文書の収集、整理保管 

歴史公文書の保管総数が 42,246 点と毎年増えています。整理・保管は大変な作業

であると思いますが、引き続き細かく行って頂きたいと思います。 

 


